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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

米
国
で
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、９
月
か
ら
の
新
学
期
に
向
け
て
長
い
夏
休
み
に
入
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
進
級
や
進
学
で
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
時
期
だ
。
ク
イ
ー
ン
ズ
区
ア
ス
ト
リ
ア
に
住

む
延
原
伶
さ
ん
︵
17
︶
も
そ
の
一
人
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
サ
イ
エ
ン
ス
高
校
を
今
年
卒
業
し
、
９
月
か
ら

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
進
む
。
米
東
部
に
８
校
あ
る
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
１
校
だ
が
、
延
原
さ
ん
は
な

ん
と
そ
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
５
校
か
ら
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
勉
強
し
た
の

か
、
将
来
は
何
を
し
た
い
の
か
を
聞
い
た
。︵
一
問
一
答
は
６
面
に
︶

３
月
９
日
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
と
３
月
15
日
に
コ
ー
ネ
ル

大
学
か
ら
、
受
験
者
の
０
・
３

％
に
事
前
に
通
知
さ
れ
る
合
格

内
示
書
が
届
い
た
。
３
月
30
日

に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
ブ
ラ

ウ
ン
大
学
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
の
３
校
か
ら
も
合
格
通
知

が
届
い
た
。
将
来
医
学
部
に
進

む
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
延
原

さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
の
大
学

院
で
医
学
部
の
あ
る
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
に
し

た
。
目
指
す
は
司
法
精
神
科
医

だ
と
い
う
。
高
校
生
の
時
に
冤

罪
の
話
や
講
演
を
聞
い
て
間
違

っ
た
判
断
で
有
罪
判
決
を
受
け

た
人
の
精
神
的
責
任
能
力
を
司

法
と
医
学
両
面
か
ら
救
う
精
神

科
医
に
興
味
を
持
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
以
前
に
、
小
学
校
低

学
年
の
時
に
日
本
の
祖
父
が
脳

内
出
血
で
倒
れ
、
そ
の
後
、
帰

国
す
る
た
び
に
祖
母
の
介
護
で

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
祖
父
母
が
明

る
く
な
っ
て
い
く
の
を
見
て
中

学
生
く
ら
い
の
時
に
﹁
医
学
の

力
っ
て
強
い
な
﹂
と
思
っ
た
こ
と

が
動
機
の
遠
因
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

２
０
０
５
年
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
病
院
で
生
ま
れ
た
延
原
さ

ん
は
、
ア
ス
ト
リ
ア
の
公
立
小

学
校
Ｐ
Ｓ
０
８
５
に
入
学
、
小

学
３
年
の
時
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
ギ
フ

テ
ッ
ド
部
門
に
転
入
、
中
学
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
公
立
ロ

バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ワ
グ
ナ
ー
ミ
ド

ル
ス
ク
ー
ル
へ
進
み
、
高
校
は

市
内
に
８
校
あ
る
エ
リ
ー
ト
公

立
高
校
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス

に
入
学
し
た
。

ま
た
延
原
さ
ん
は
、
小
学
１

年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ

校
に
通
い
、
先
ご
ろ
卒
業
し
た

ば
か
り
。
補
習
授
業
校
に
通

っ
た
こ
と
で
よ
か
っ
た
こ
と

は
﹁
日
本
語
を
話
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
日
本
の
文

化
、
日
本
語
の
大
切
さ
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
の
共
通
点

を
日
本
人
の
目
線
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
﹂
だ
と
い
う
。

中
学
生
か
ら
始
め
た
テ
ナ
ー
サ

ッ
ク
ス
の
演
奏
は
、
高
校
で
は

メ
ン
バ
ー
20
人
限
定
の
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
で
演
奏
し
た
。
父
親
の

功
さ
ん
が
、
日
本
で
レ
コ
ー
ド

デ
ビ
ュ
ー
も
し
た
歌
手
で
、
母

親
の
由
美
さ
ん
も
日
本
で
ラ
イ

ブ
歌
手
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
小

さ
い
時
か
ら
Ｎ
Ｙ
で
ジ
ャ
ズ
の

演
奏
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う

な
ど
、
音
楽
は
身
近
な
存
在
だ

っ
た
と
い
う
。勉
学
の
一
方
で
、

延
原
さ
ん
の
心
の
支
え
と
な
っ

た
。
現
在
ア
ス
ト
リ
ア
で
家
族

３
人
で
住
ん
で
い
る
。

延
原
さ
ん
は
小
学
校
の
頃
、

塾
へ
通
い
始
め
た
時
、
算
数
の

テ
ス
ト
の
塾
内
ラ
ン
キ
ン
グ
で

上
位
を
数
回
取
っ
て
か
ら
、
勉

強
を
競
争
の
よ
う
に
思
え
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
時
か
ら
ラ
ン

キ
ン
グ
上
位
を
取
る
た
め
に
勉

強
し
て
い
る
う
ち
に
、
気
が
つ

い
た
ら
勉
強
が
好
き
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
。
大
学
進
学
で
、

米
国
の
名
門
校
を
受
け
る
場
合

の
心
得
を
聞
く
と
、﹁
目
標
を

高
く
持
っ
て
、
自
分
に
は
で
き

な
い
か
も
と
思
う
こ
と
に
も
進

ん
で
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
。

夢
は
大
き
く
設
定
す
る
こ
と
で

自
分
の
最
大
限
の
力
で
頑
張
る

こ
と
が
で
き
る
﹂
と
話
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
宮
城

県
出
身
の
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
堀
江
貴
氏
︵
51
︶
が
監
督

し
た
映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂
が

11
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
祭
で
上

映
さ
れ
た
。
主
演
女
優
の
岩
田

華
伶
さ
ん
が
来
米
し
、
会
場
と

な
っ
た
ブ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ズ
・

ク
ラ
ブ
で
堀
江
監
督
と
共
に
ス

テ
ー
ジ
で
舞
台
挨
拶
し
た
。

作
品
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
目
の
２
０
２
１
年
３
月

の
公
開
を
目
指
し
て
制
作
を
進

め
て
き
た
作
品
で
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
は
な
く
、
震
災
で

引
き
裂
か
れ
た
父
と
娘
の
絆
を

描
い
た
ド
ラ
マ
。
す
で
に
、
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
芸
術
映
画
祭
で

﹁
最
優
秀
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト

映
画
賞
﹂、
ま
た
カ
ン
ヌ
世
界

映
画
祭
の
最
優
秀
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
映
画︵
低
予
算
部
門
︶

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
映
画
祭
ボ
ー
デ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
映
画
祭

︵
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
︶
の
初
長
編
映
画

ノ
ミ
ネ
ー
ト
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
・
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映

画
祭
の
最
優
秀
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

映
画
な
ど
数
々
の
映
画
祭
で
受

賞
や
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
発
表
が
続

い
て
い
る
。

今
回
Ｎ
Ｙ
で
の
賞
は
逃
し
た

が
、
上
映
後
、
堀
江
監
督
は

﹁
賞
を
取
れ
な
か
っ
た
の
は
残

念
だ
が
、
こ
の
無
名
の
映
画
を

海
外
の
人
々
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
見
て
貰
え
る
機
会
を
頂
け
た

こ
と
は
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
宮
城
の
被
災
地
を
舞

台
に
震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
が
、
こ
う
し
て
海
外
で
上
映

さ
れ
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
た
ち

に
見
て
も
ら
え
た
と
い
う
こ
と

が
、
少
し
で
も
被
災
地
の
人
た

ち
の
夢
や
希
望
に
繋
げ
ら
れ
た

ら
嬉
し
い
で
す
﹂
と
語
っ
た
。

岩
田
さ
ん
は
﹁
映
画
祭
と
い

う
こ
う
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

人
生
で
初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
来
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
映
画

が
私
を
Ｎ
Ｙ
に
呼
ん
で
く
れ
た

ん
だ
な
と
思
え
る
し
、
今
回
は

残
念
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
た
、

必
ず
女
優
と
し
て
し
っ
か
り
と

実
力
を
つ
け
て
こ
う
い
っ
た
場

所
に
戻
っ
て
来
れ
た
ら
な
と
、

も
っ
と
も
っ
と
高
み
を
目
指
し

て
行
け
た
ら
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
﹂
と
話
し
た
。

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
５
校
に
合
格

ブ
ロ
ン
ク
ス
サ
イ
エ
ン
ス

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

医
師
目
指
す
延
原
伶
さ
ん

体験を語る延原さん（本紙編集部で）

﹁
最
後
の
乗
客
﹂

Ｎ
Ｙ
独
立
映
画
祭
で
上
映

主演女優
岩田さん来米

岩田さん（左）と堀江監督（11日午後７時過ぎ）

https://nipponexpressusa.com/
https://aantcinc.com/
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http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
よ
く
歩

く
。
と
に
か
く
歩
く
。
碁
盤
の

目
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
。
東
西
に

走
る
ス
ト
リ
ー
ト
間
は
、
徒
歩

で
一
ブ
ロ
ッ
ク
一
分
ほ
ど
か
か

る
と
い
わ
れ
る
。

　

歩
く
べ
き
で
な
い
時
も
歩

く
。
赤
信
号
な
ん
て
待
っ
て
い

ら
れ
な
い
。
ひ
た
す
ら
歩
き
続

け
る
。
赤
信
号
で
足
を
止
め
る

の
は
、
お
の
ぼ
り
さ
ん
だ
。

　

車
が
来
な
け
れ
ば
、
青
信
号

な
の
だ
。
考
え
ず
に
突
き
進
む
。

車
が
何
台
も
走
っ
て
き
て
も
、

そ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
歩
く
。

　

本
来
な
ら
歩
か
な
く
て
い
い

所
も
歩
く
。
日
本
の
都
会
の
よ

う
に
、
ど
こ
で
も
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
っ
て

も
、
動
い
て
い
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー

だ
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
故
障
し

て
い
る
。
乗
っ
て
も
う
ん
と
も

す
ん
と
も
言
わ
な
い
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
、
二
階
分
だ
ろ
う
と

三
階
分
だ
ろ
う
と
、
ひ
た
す
ら

歩
い
て
の
ぼ
る
。

　

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

は
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。
そ

の
速
さ
は
全
米
の
都
市
で
第
一

位
、
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。

ス
ニ
ー
カ
ー
や
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル
で
、
す
た
す
た
歩
く
。
ハ
イ

ヒ
ー
ル
は
夜
の
特
別
な
イ
ベ
ン

ト
の
た
め
に
あ
る
。

　

速
く
た
く
さ
ん
歩
く
か
ら
、

足
が
丈
夫
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
が
全
米
一
、
長
生
き
な

の
は
、
そ
れ
も
理
由
の
ひ
と
つ

だ
と
い
わ
れ
る
。

　

で
も
、
私
は
も
っ
と
速
い
。 

全
米
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
の
会
場

で
、
試
合
を
観
戦
す
る
コ
ー
ト

に
足
早
に
向
か
っ
て
い
た
と

き
、
追
い
抜
い
た
男
性
に
声
を

か
け
ら
れ
た
。 

　

Y
ou

 don
’

t h
av

e to 
run.

　

走
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
よ
。 

　

私
は
ふ
り
返
り
、
笑
顔
で
答

え
る
。

　
Y

ou know
 w

hat? F
or 

m
e, this is w

alking.
　

あ
の
ね
。
私
的
に
は
こ
れ
、

歩
き
な
の
。 

 　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
９
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
は
終
わ
ら
な
い
﹄
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.am
azon

.
co.jp/dp/4167717220

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
ひ
た
す
ら
歩
く エッセイ連載 39
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光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

高
架
鉄
道
の
廃
線
を
遊
歩
道

と
し
て
再
利
用
し
た
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、

ハ
イ
ラ
イ
ン
に
あ
る
広
場
プ
リ

ン
ス
︵Plnth

：
10
番
街
と
30

丁
目
︶
に
、
先
月
か
ら
真
っ
赤

な
木
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が

登
場
し
た
。
新
緑
の
な
か
に
ひ

と
き
わ
目
を
ひ
く
鮮
や
か
な
木

は
、
ス
イ
ス
人
女
性
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
パ
メ
ラ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク

ラ
ン
ツ
さ
ん
に
よ
る
も
の
。﹁
オ

ー
ル
ド
ツ
リ
ー
﹂
と
題
し
た
こ

の
作
品
は
、
天
と
地
を
つ
な
ぐ

生
命
の
木
を
テ
ー
マ
に
人
間
の

臓
器
や
血
管
に
も
見
え
る
枝
や

根
が
力
強
く
延
び
て
い
て
、
見

る
人
に
人
間
と
植
物
の
繋
が
り

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
促
し
て

い
る
。
ま
た
こ
の
世
界
に
お
い

て
何
が
﹁
人
工
﹂
で
何
が
﹁
自

然
﹂
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
投

げ
か
け
て
い
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ン

の
新
た
な
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
た
同
作
品
は
２
０
２
４

年
秋
ま
で
展
示
さ
れ
る
。

真っ赤な木の
オブジェ、ハイラインに
人間と植物の繁がり考えさせられるアート

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校︵
根
路
銘
敢
校
長
︶

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
は
3
日
、
１

年
の
学
習
の
成
果
を
披
露
す
る

学
習
発
表
会
を
開
催
し
た
。

　

発
表
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
今

月
同
校
を
卒
業
す
る
４
年
生
。

日
本
語
学
習
期
間
が
一
番
長
い

だ
け
あ
り
、
習
得
し
た
文
法
や

表
現
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
を
テ

ー
マ
に
﹁
季
節
の
食
べ
も
の
﹂

﹁
渋
谷
﹂
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

コ
ロ
ナ
期
間
に
登
場
し
た
目
新

し
い
情
報
も
紹
介
さ
れ
、
日
本

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
学
生
も

会
場
全
体
が
聞
き
入
っ
た
。
次

に
日
本
語
学
習
1
年
目
の
ア
ダ

ル
ト
コ
ー
ス
１
が
﹁
日
本
の
マ

ナ
ー
﹂
に
つ
い
て
ス
キ
ッ
ト
発

表
を
し
た
。
元
気
の
よ
い
演
技

で
終
始
会
場
の
笑
い
を
誘
う
と

同
時
に
、
1
年
の
学
習
で
身
に

つ
け
た
日
本
語
と
日
本
文
化
の

知
識
を
し
っ
か
り
披
露
し
た
。

2
年
目
の
ク
ラ
ス
は
、
学
生
一

人
一
人
が
趣
味
や
旅
行
の
思
い

出
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
個
人

発
表
と
い
う
こ
と
も
あ
り
緊
張

し
た
面
持
ち
を
見
せ
な
が
ら

も
、
暗
記
し
た
言
葉
を
思
い
出

し
な
が
ら
丁
寧
に
語
っ
た
。
発

表
会
の
締
め
く
く
り
は
3
年
目

の
ク
ラ
ス
。﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ー
ル
、
独
学
、
補
習
校
通
学
。

日
本
語
学
習
に
ど
れ
が
一
番
効

果
的
か
？
﹂
を
テ
ー
マ
に
ス
キ

ッ
ト
を
行
っ
た
。
同
校
に
通
う

多
く
の
学
生
が
思
案
し
た
こ
と

が
あ
る
テ
ー
マ
で
、
コ
メ
デ
ィ

仕
立
て
の
演
技
に
笑
い
声
を
あ

げ
な
が
ら
も
、
う
な
ず
き
な
が

ら
見
入
っ
て
い
た
。

　

普
段
な
か
な
か
日
本
語
を
使

用
す
る
機
会
が
な
い
学
生
た
ち

に
と
っ
て
、
毎
週
一
度
の
補
習

校
は
小
さ
な
日
本
。
日
本
語
学

習
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
日
本

人
と
接
し
日
本
語
を
使
え
る
貴

重
な
場
所
だ
。
今
回
の
発
表
会

は
、
自
分
の
力
を
試
す
こ
と
に

加
え
、
補
習
校
に
通
う
同
志
を

刺
激
し
合
い
日
本
語
学
習
の
楽

し
さ
を
確
認
で
き
る
機
会
と
な

っ
た
。

フィラデルフィア日本語補習授業校

１
年
の
成
果
を
発
表

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん

楽しい
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 www.nyseikatsu.com

　歴史問題研究会は 30
日（金）午後６時から、
NY 日系人会で第 95 回
例会を開催し、前回に引
き続き『古事記』を解説
する。今回は第 13 代の
政務天皇から、下巻（し
もつまき）の初めに登場
する第 16 代仁徳天皇の
記述を中心に説明する。
　講師は高崎康裕同会会
長。参加費会員 20 ドル、
一般 30 ドル。
　問い合わせはＥメール
rekish ikenkyuny@
gmail.com 　まで。

古事記を解説
歴史問題研究会

https://www.chaanteahouse.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
mailto:toyokenshoa@gmail.com
mailto:mattsan1234@gmail.com
tel:9175773969
https://japanvillage.com/
https://shopnyseikatsu.com/
mailto:gosuke235@gmail.com
https://www.hondag.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
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大
江
千
里
が
ポ
ッ
プ
ス
歌
手

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
今

年
で
40
周
年
。
11
日
夜
、
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
転
身
後
8
作

目
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
と
な

る
﹁
ク
ラ
ス
・
オ
ブ
・
88
﹂
リ

リ
ー
ス
記
念
公
演
が
、
バ
ー
ド

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日

の
ラ
イ
ブ
は
コ
ン
サ
ー
ト
自
体

を
フ
ル
コ
ー
ス
の
食
事
に
た
と

え
、
前
菜
、
メ
イ
ン
、
デ
ザ
ー

ト
の
３
構
成
で
演
奏
し
た
。
第

二
部
の
最
初
は
﹁A

kiuta

﹂﹁
ボ

ー
イ
ズ
・
マ
チ
ュ
ア
・
ス
ロ
ウ
﹂、

続
い
て
メ
イ
ン
と
な
る
ポ
ッ
プ

ス
歌
手
時
代
か
ら
の
ク
ラ
ス
・

オ
ブ
88
︵
１
９
８
８
年
卒
業
同

窓
︶
と
い
う
今
回
の
テ
ー
マ
の

ボ
デ
ィ
と
な
る
﹁
竹
林
を
ぬ
け

て
﹂﹁
君
と
生
き
た
い
﹂﹁
魚
に

な
り
た
い
﹂
な
ど
耳
に
覚
え
の

あ
る
青
春
の
曲
を
ジ
ャ
ズ
に
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
︵
変
身
︶
さ

せ
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
﹁
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ン
ク
ル

千
里
﹂﹁
オ
レ
ン
ジ
・
デ
ザ
ー

ト︵
砂
漠
︶﹂﹁
Ｙ
Ｏ
Ｕ
﹂を
演
奏
。

客
席
最
前
列
の
テ
ー
ブ
ル
で
森

美
樹
夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
が
﹁
ノ
リ

に
乗
っ
た
演
奏
で
最
高
。
私
と

ほ
ぼ
ほ
ぼ
同
年
代
な
ん
で
﹂
と

笑
顔
で
絶
賛
す
る
ま
さ
に
あ
の

時
代
の
リ
ス
ナ
ー
同
窓
会
の
面

目
躍
如
の
一
夜
と
な
っ
た
。　

　

大
江
は
﹁
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
は

３
回
目
の
公
演
、
そ
れ
も
3
年

半
ぶ
り
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
超

え
て
の
Ｎ
Ｙ
公
演
だ
け
に
感
激

も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
始
ま
る

と
お
客
さ
ん
の
熱
に
包
ま
れ
あ

っ
と
い
う
間
の
２
セ
ッ
ト
で
し

た
。
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が

報
わ
れ
る
瞬
間
で
し
た
。
バ
ー

ド
ラ
ン
ド
の
持
つ
も
の
す
ご
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
お
客
さ
ん
の
熱

気
そ
し
て
拍
手
の
大
き
さ
を
全

身
全
霊
で
感
じ
な
が
ら
、
無
我

夢
中
で
演
奏
し
ま
し
た
。
最
高

の
時
間
を
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 
新
し
い
章

が
ま
た
始
ま
り
ま
し
た
！
﹂
と

興
奮
気
味
に
話
し
た
。︵
三
浦
︶

大
江
千
里
デ
ビ
ュ
ー
40
周
年

ポ
ッ
プ
ス
時
代
も
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
に
編
曲

Class of
88 ライブ

NY バードランド

　

東
京
で
芸
人
と
し
て
活
動
す

る
武
内
剛
︵
芸
名
は
ぶ
ら
っ
く

さ
む
ら
い
︶
が
監
督
を
務
め
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
﹃
パ

ド
レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄
が
、
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
国
際
映
画
祭
に
選

出
さ
れ
、
23
日
︵
金
︶
正
午
12

時
か
ら
、
Ｎ
Ｊ
州
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
に
あ
る
シ
テ
ィ
プ
レ
ッ
ク

ス

12
シ
ア
タ
ー
︵C

ityplex 

12 T
heater 

：

360-394 
Springfield A

ve

︶
に
て
世

界
初
上
映
さ
れ
る
。

　

武
内
さ
ん
は
日
本
人
の
母
と

ア
フ
リ
カ
人
の
父
と
の
間
に
生

ま
れ
、
父
と
は
２
歳
の
時
に
１

度
だ
け
イ
タ
リ
ア
で
会
っ
て
以

来
、
疎
遠
に
な
り
、
母
子
家
庭

の
も
と
名
古
屋
で
育
っ
た
。
保

守
的
な
日
本
社
会
で
自
身
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
悩
ん
だ

末
、
２
０
０
４
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
留
学
。
演
劇
学
校
に
通
っ

た
後
、
12
年
に
帰
国
、
芸
能
事

務
所
に
入
り
、
芸
人
と
し
て
活

動
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
生
を

見
つ
め
直
し
た
時
に
﹁
一
度
で

い
い
か
ら
父
に
会
い
た
い
﹂
と

い
う
思
い
が
膨
ら
み
、
父
が
住

ん
で
い
る
と
い
う
イ
タ
リ
ア
へ

旅
立
ち
、
自
ら
監
督
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
父
探
し
の
旅

を
撮
影
し
完
成
さ
せ
た
。
武
内

さ
ん
は
﹁
親
子
の
関
係
と
は
何

か
を
模
索
し
て
い
る
人
、
社
会

に
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

人
へ
こ
の
映
画
が
人
生
を
動
か

す
勇
気
を
与
え
ら
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
10
ド
ル
＋
手
数
料

2
ド
ル
51
セ
ン
ト
。チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.new

arkiff.com
/

自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

探
る
映
画
上
映
へ

ぶらっくさむらい

武内 剛

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
木
嶋

愛
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー

ス︵
マ
ジ
ソ
ン
街
99
番
地
８
階
︶

で
個
展
を
開
催
し
て
い
る
。
木

嶋
は
世
界
中
を
旅
し
て
集
め
た

テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
丹
念
に
キ
ル

テ
ィ
ン
グ
し
た
作
品
を
制
作
し

て
い
る
。
東
京
で
生
ま
れ
育
っ

た
彼
女
は
、
幼
少
期
か
ら
テ
キ

ス
タ
イ
ル
に
魅
了
さ
れ
た
と
い

う
。
着
物
、
絣
、
型
染
め
の
藍
、

子
供
用
の
絵
入
り
寝
具
、
5
年

間
暮
ら
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ

ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
、
ト
ル
コ
の

民
芸
品
や
ビ
ン
テ
ー
ジ
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
な
ど
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ

ー
を
融
合
さ
せ
た
没
入
感
の
あ

る
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

　

子
供
向
け
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル

を
使
っ
た
ポ
ッ
プ
な
作
品
の
前

で
木
嶋
は
﹁
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

ポ
ッ
プ
ア
イ
コ
ン
、
パ
タ
ー
ン

な
ど
の
大
胆
で
目
を
見
張
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
大
好
き
な
ん

で
す
。
私
の
中
で
は
、
捨
て
ら

れ
る
社
会
の
中
で
、
特
別
な
歴

史
的
重
要
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
消
え
る
前
に
救
い
出
し
た

い
。
私
に
と
っ
て
は
、
保
存
す

る
価
値
の
あ
る
現
代
の
文
化
的

な
芸
術
品
な
の
で
す
﹂と
話
す
。

　

こ
の
作
品
は
ア
ー
ト
活
動
を

支
援
し
て
い
る
ジ
ャ
ノ
メ
・
ア

メ
リ
カ
・
イ
ン
ク
の
ミ
シ
ン
を

使
っ
て
丹
念
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
縫
い
目
が
細
か
く
そ
れ

自
体
が
芸
術
品
的
仕
上
が
り
を

作
品
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
与
え
て

い
る
。
ど
れ
も
こ
れ
も
が
一
点

も
の
の
切
り
抜
き
で
コ
ラ
ー
ジ

ュ
さ
れ
、
オ
ム
ニ
バ
ス
な
独
自

の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

木
嶋
は
こ
れ
ま
で
、
ア
リ
ゾ

ナ
州
立
大
学
美
術
館
、
ウ
ィ
ー

ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ソ
ウ
ル
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
展
覧
会
を
開

催
し
て
き
た
。
シ
カ
ゴ
の
ス
ク

ー
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ツ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス

ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル

ア
ー
ツ
で
学
ん
だ
。

　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ェ

ル
・
ワ
イ
ン
バ
ー
グ
さ
ん
は
﹁
伝

統
ク
ラ
フ
ト
と
現
代
歴
史
と
の

マ
リ
ッ
ジ
︵
結
婚
︶
だ
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

る
﹂
と
語
り
、
同
じ
く
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
レ
ス
リ
ー
・
カ
ー
ビ

ー
さ
ん
は
﹁
情
熱
的
な
パ
ッ
シ

ョ
ン
を
感
じ
る
ア
ー
ト
の
新
し

い
発
明
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ノ
メ
・
ア
メ
リ
カ
・
イ

ン
ク
の
関
伸
一
郎
社
長
は
﹁
木

嶋
さ
ん
は
古
着
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
た

SD
G

s

な
作
品
な
が
ら
、
独
特

の
セ
ン
ス
で
そ
れ
を
感
じ
さ
せ

な
い
創
作
活
動
と
人
柄
に
共
感

し
て
、
彼
女
を
応
援
し
て
い
ま

す
﹂
と
話
す
。

　

展

示

は

８

月

末

ま

で
。

開

廊

時

間

は

月

曜

か

ら

金

曜

ま

で

午

前

11

時

か

ら

５

時
。

要

予

約

電

話

２
１
２
・
２
７
１
・
０
６
６
４
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　︵
三
浦
︶

東
洋
と
西
洋

布
で
縫
合

木
嶋
愛
が
Ｎ
Ｙ
個
展

　
同
展
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ

る
ワ
イ
ン
バ
ー
グ
さ
ん
︵
左
︶

と
カ
ー
ビ
ー
さ
ん
︵
右
︶
と
作

品
の
前
で
談
笑
す
る
木
嶋
さ
ん

演奏を終えて観客に両手をあげて感謝する大江（11 日夜バードランドで。 Photo: Christopher Drukker）

ニューアルバム「Class of '88」

https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.newarkiff.com/
https://www.newarkiff.com/
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https://www.newarkiff.com/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
北
西
部
に
位
置
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
ヒ
ル
の

緑
豊
か
な
石
畳
の
街
は
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
魅
力
的
な
佇
ま

い
を
見
せ
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
ヒ
ル
の
19
世
紀
の
住
宅
は
、

ボ
ザ
ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
ネ
オ
・
グ
レ
ッ
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
建
築
様
式
が
混
在
し
て
い
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ク
リ
ン
ト
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
は
、
実
業
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
プ
ラ

ッ
ト
が
設
立
し
た
﹁
プ
ラ
ッ
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
﹂
に

つ
な
が
る
瀟
洒
な
独
立
型
邸
宅
が
並
ん
で
い
る
。
世
界
的
に
有

名
な
芸
術
と
デ
ザ
イ
ン
の
教
育
機
関
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
を
擁
す

る
こ
と
で
、
こ
の
地
区
の
美
観
と
緑
豊
か
な
環
境
は
さ
ら
に
向

上
し
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
２
寝
室
、
１
浴
室
。
プ
レ
ワ
ー
ビ
ル
を
内
装

改
築
し
た
物
件
で
、
室
内
に
使
用
可
能
な
暖
炉
が
あ
る
。
地
下

鉄
駅
ま
で
２
ブ
ロ
ッ
ク
。
レ
ン
ト
代
３
３
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
７
１
８
・
２
１
０
・
４
０
５
１
、

Ｅ
メ
ー
ル ted.m

atsum
oto@

corcoran.com
 

松
本
さ
ん
。

( 

写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ー
ラ
ン
不
動
産
︶

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
戦
前
ビ
ル
を
改
装

　

日
本
語
情
報
誌
ラ
イ
ト
ハ
ウ

ス
︵
本
社
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
︶
は
、

海
外
在
住
シ
ニ
ア
を
対
象
に
、

﹁
日
本
へ
の
本
帰
国
準
備
＆
2

拠
点
生
活(

お
よ
び
回
遊
型
生

活)

を
考
え
る
フ
ェ
ア
﹂
︵
日

本
語
︶
を
開
催
す
る
。

　

日
本
で
の
住
ま
い
や
施
設
探

し
、
相
続
、
日
米
で
の
各
種
手

続
き
な
ど
﹁
本
帰
国
﹂
や
﹁
2

拠
点
生
活
﹂
の
実
現
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
す
る
。
﹁
ア
メ
リ

カ
で
暮
ら
す
よ
う
に
日
本
で
も

快
適
に
過
ご
し
た
い
﹂
﹁
身
寄

り
が
な
く
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
施
設
が
知
り
た
い
﹂
﹁
要

介
護
や
認
知
症
に
な
っ
た
と
き

へ
の
備
え
を
し
て
お
き
た
い
﹂

な
ど
、
日
本
で
の
生
活
に
つ
い

て
疑
問
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

　

開
催
日
時
は
米
東
海
岸
時
間

15
日(

木)  

午
後
11
時
30
分
。

内
容
は
﹁
帰
国
前
に
知
っ
て
お

く
べ
き
日
米
の
税
制
﹂
石
上
＆

越
智
公
認
会
計
士
事
務
所
、
石

上
洋
氏
。
施
設
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
＝
介
護
付
き
有
料
老

人
ホ
ー
ム
﹁
ゆ
う
ゆ
う
の
里
﹂

／
入
居
時
自
立
型　

有
料
老
人

ホ
ー
ム
﹁
サ
ン
シ
テ
ィ
﹂
／
シ

ニ
ア
向
け
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

﹁
中
楽
坊
﹂
／
シ
ニ
ア
向
け
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
﹁
デ
ュ
オ
セ
ー

ヌ
﹂
／
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
﹁
ト
ラ
ス
ト
グ
レ
イ

ス
御
影
﹂
／
介
護
施
設
﹁
和
楽

の
家
﹂。

　

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト

か

らhttps://bit.ly/
K

IK
O

K
U

23SP1

お
申
込
み

に
お
手
伝
い
が
必
要
な
方
、
問

い
合
わ
せ
はsem

inar@
us-

lighthouse.com

中
村
さ
ん
。 

日
本
へ
本
帰
国
準
備
考
え
る

フ
ェ
ア
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

15
日
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
誌
が
主
催

　

Ｒ
Ｔ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
帰

国
子
女
・
留
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
７
月
８
日
︵
土
︶
午
後
７

時
︵
日
本
時
間
︶
か
ら
、
日
本

人
帰
国
受
験
生
支
援
イ
ベ
ン
ト

﹁
留
学
生
入
試
＆
大
学
生
活
ガ

イ
ダ
ン
ス
２
０
２
３
﹂
を
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
す
る
。

　

帰
国
子
女
に
よ
る
、
帰
国
子

女
の
た
め
の
大
学
合
同
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
大
学
や
大

学
生
活
紹
介
な
ど
の
ほ
か
、
後

半
で
は
懇
親
会
・
座
談
会
が
行

わ
れ
る
。
対
象
は
大
学
帰
国
受

験
予
定
者
お
よ
び
帰
国
生
の
保

護
者 

、
ま
た
将
来
帰
国
受
験

す
る
可
能
性
の
あ
る
人
お
よ
び

そ
の
保
護
者
。
参
加
費
無
料
。

参
加
希
望
者
は
エ
ン
ト
リ
ー
フ

ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
し
て
海
外
生
活
体

験
者
や
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル

な
活
躍
を
志
す
学
生
を
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
。
東
京
大
学
・
京
都
大

学
・
一
橋
大
学
・
慶
應
大

学
・
早
稲
田
大
学
・
上
智

大
学
・
明
治
大
学
・
立
教

大
学
・
青
山
学
院
大
学
等

の
学
生
や
卒
業
生
を
中
心

に
構
成
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

パ
ー
テ
ィ
に
よ
る
交
流
支

援
、
帰
国
入
試
支
援
、
就

活
支
援
等
の
活
動
を
通
じ

て
、
海
外
生
活
体
験
者
の

相
互
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
行
う
。
問
い
合
わ

せ
は
下
の
リ
ン
ク
か
ら
。

https://forms.gle/Mu98D54m9WBoF65B7

留
学
生
入
試
＆
大
学
生
活

ガ
イ
ダ
ン
ス
２
０
２
３

日
本
人
帰
国
受
験
生
支
援
イ
ベ
ン
ト

７
月
８
日
︵
土
︶
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

https://www.redac-mr.com/campaign2023
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
https://forms.gle/Mu98D54m9WBoF65B7
https://bit.ly/KIKOKU23SP1
mailto:seminar@us-lighthouse.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
 “AASP スキル”のまとめと
スピーチ・プレゼンテーション（４）

　

前
回
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
最
初
に
ど
う
や
っ
て
聴
衆

の
興
味
を
引
き
、
彼
ら
を
そ
の

内
容
に
引
き
込
む
か
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
手
法
と
し
て
は

︵
１
︶
聴
衆
に
ブ
レ
イ
ン
ス
ト

ー
ム
︵
様
々
な
考
え
を
巡
ら
せ

る
︶
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
質
問

な
ど
を
投
げ
か
け
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
や
経
験
談
な
ど
を
短
く

シ
ェ
ア
し
て
も
ら
い
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る
；
︵
２
︶

ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
づ
け
た
面
白

い
話
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
話
、

自
分
の
失
敗
経
験
談
な
ど
を
ユ

ー
モ
ア
を
挟
ん
で
紹
介
す
る
、

な
ど
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
こ

の
ユ
ー
モ
ア
の
例
で
思
い
出
さ

れ
る
の
が
、
以
前
に
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
授
与
さ
れ
た
山
中
伸
弥
教

授
が
行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
ピ
ー
チ
で
す
。
最
初

に
ご
自
分
の
簡
単
な
経
歴
紹
介

の
時
に
ス
ラ
イ
ド
で
お
父
様
の

写
真
を
見
せ
、
彼
の
影
響
で
ま

ず
医
者
に
な
る
決
意
を
し
た
話

を
始
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
に

写
真
を
見
せ
な
が
ら
﹁
父
の
こ

と
を
尊
敬
し
て
い
た
し
大
好
き

だ
っ
た
。
﹂
そ
し
て
ご
自
分
の

薄
く
な
っ
た
髪
と
ふ
さ
ふ
さ
の

お
父
様
の
髪
を
比
べ
て
﹁
そ
し

て
彼
の
髪
の
毛
が
は
っ
き
り
言

っ
て
羨
ま
し
い
﹂
と
自
虐
的
に

ジ
ョ
ー
ク
を
加
え
、
聴
衆
は
大

爆
笑
。
ま
た
そ
の
後
﹁
ア
メ

リ
カ
の
研
究
所
か
ら
日
本
の

大
学
に
戻
り
、
そ
の
あ
と
私

は “
PA

D
”

と
い
う
病
気
に

な
っ
た
﹂
と “

PA
D

”

と
書

い
て
い
る
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ

ら
れ
ま
す
。
ど
ん
な
深
刻
な

病
気
な
の
か
と
思
っ
て
い
る

と
、
次
の
ス
ラ
イ
ド
に
進
み

P
A

D

＝“
P

ost-A
m

erica 
D

epression”

︵
米
国
か
ら
帰

国
後
の
鬱
︶
と
あ
り
、
聴
衆
は

こ
こ
で
も
大
爆
笑
し
た
の
で

す
。
彼
は
日
本
帰
国
後
の
研
究

所
の
設
備
、
資
金
や
人
材
な
ど

が
非
常
に
遅
れ
て
お
り
、
ま

た
﹁
そ
ん
な
研
究
を
や
め
る
よ

う
に
﹂
な
ど
と
言
わ
れ
て
絶
望

し
て
し
ま
っ
た
時
期
が
あ
る
と

説
明
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

面
白
い
の
は
、
著
名
な
科
学
者

で
あ
る
彼
は
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
と
い
う

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
こ
こ
で

関
連
し
た
既
存
の
研
究
な
ど
を

紹
介
し
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え

て
現
在
の
そ
の
状
況
に
お
い
て

何
が
問
題
な
の
か
、
な
ぜ
自
分

が
発
表
す
る
研
究
の
問
い
に
至

っ
た
の
か
を
説
明
し
、
何
を
解

決
す
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
明
白
に
し
ま
す
。
そ
の
後

は
、
研
究
発
表
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
ど
う
や
っ
て
リ
サ
ー
チ
を
行

っ
た
の
か
、
ま
た
リ
サ
ー
チ
の

資
料
や
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合

は
、
そ
れ
を
ど
う
集
め
た
の

か
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
そ
し
て
次
に
そ
の
結
果
デ

ー
タ
を
表
や
グ
ラ
フ
等
に
ま

と
め
た
も
の
が
あ
れ
ば
披
露

し
、
そ
れ
を
見
せ
な
が
ら
観

察
・
発
見
で
き
る
事
実
な
ど
を

い
く
つ
か
リ
ス
ト
で
述
べ
て
い

く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
の

か
分
析
し
、
そ
の
現
象
の
考
え

ら
れ
る
要
因
な
ど
を
討
論
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
次
に
発
表
で
非

常
に
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ

れ
で
得
た
結
果
や
情
報
が
こ
の

分
野
に
い
か
な
る
貢
献
を
も
た

ら
し
、
ま
た
そ
れ
ら
を
も
と

に
ど
の
よ
う
な
実
践
的
適
用

(Practical Im
plication)

が

可
能
か
を
具
体
的
に
提
示
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
研
究
で
い
く

ら
面
白
い
結
果
が
得
ら
れ
て

も
、
こ
れ
が
実
際
の
状
況
に
適

用
さ
れ
ず
た
だ
の
発
見
や
討
論

だ
け
で
終
了
す
る
な
ら
、
あ
ま

り
意
味
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。T

heory

︵
理
論
︶
と 

Practice

︵
実
践
︶
は
繋
が
っ

て
い
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
ビ
ジ

ネ
ス
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
、
他
の
ど
の

分
野
で
も
同
じ
で
す
。
次
回
は

最
後
の
コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

略
称
を
使
い
あ
た
か
も
皆
が
知

ら
な
い
病
気
の
よ
う
に
紹
介
し

て
、
実
は
そ
れ
は
日
本
の
研
究

環
境
で
の
ご
自
身
の
落
ち
込
ん

だ
状
態
だ
っ
た
と
い
う
点
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
よ
く
米
国
人

や
米
国
で
教
育
を
受
け
た
人

は
、
ス
ピ
ー
チ
等
に
ユ
ー
モ
ア

を
取
り
入
れ
る
と
い
う
手
法
を

非
常
に
多
く
使
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
ス
ピ
ー
チ
に
限
ら
ず
、
授
業

を
教
え
る
時
に
も
生
徒
ら
の
関

心
を
引
き
つ
け
る
術
と
な
り
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ト
ピ
ッ
ク

に
関
連
づ
け
て
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
話
で
始
め
る
の
は
、
み
ん
な

の
前
で
発
表
す
る
様
々
な
状
況

に
お
い
て
役
に
立
ち
そ
う
で
す

ね
。

　

さ
て
、
と
り
あ
え
ず
の
イ
ン

ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
終
わ
り
聴

衆
の
関
心
を
掴
ん
だ
ら
、
次
に

そ
の
ト
ピ
ッ
ク
の
現
在
の
背
景

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ
バ

レ
エ
は
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
気
軽
に
音
楽
や
ダ
ン
ス
な

ど
の
ア
ー
ト
を
楽
し
め
る
ス
タ

ジ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト

す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
プ
ロ
が
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
レ
ク
チ
ャ
ー
を

行
い
、
子
供
も
大
人
も
劇
場
ま

で
行
か
な
く
て
も
間
近
で
音
楽

や
ダ
ン
ス
に
触
れ
、
楽
し
め
る

時
間
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で

開
始
し
た
企
画
だ
。

　

第
１
回
バ
レ
エ
＆
タ
ッ
プ
ダ

ン
ス
は
17
日
︵
土
︶
午
後
２
時

か
ら
、
同
ス
タ
ジ
オ
︵
７
番
街

４
２
１
番
地
３
０
０
号
室
︶
で

開
催
さ
れ
る
。
バ
レ
エ
と
タ
ッ

プ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
鑑
賞
と

参
加
者
全
員
で
バ
レ
エ
と
タ
ッ

プ
ダ
ン
ス
を
体
験
す
る
。
講
師

は
、
ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ
主
宰

の
針
山
真
実
さ
ん
＝
写
真
左

＝
と
、
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
シ
ョ
ー
﹁
ス
ト
ン
プ
﹂
に

２
０
１
６
年
か
ら
出
演
し
現
在

全
国
ツ
ア
ー
中
の
櫻
井
多
美
衣

さ
ん
＝
同
右
＝
。
参
加
費
は
一

人
20
ド
ル
︵
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
加

は
大
人
１
人
と
子
ど
も
１
人
で

30
ド
ル
、
大
人
２
人
と
子
供
１

人
で
40
ド
ル
、
以
降
追
加
１
人

ご
と
に
10
ド
ル
︶、
０
〜
１
歳

は
無
料
。
タ
ッ
プ
シ
ョ
ー
ズ
の

貸
し
出
し
は
５
ド
ル
。
希
望
者

は
氏
名
、
参
加
人
数
、﹁
ス
タ

ジ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
予
約
﹂
と
明

記
し
、
Ｅ
メ
ー
ルC

ontact@
nydanceart.com

 
ま

で

申

し
込
む
。

アートを楽しむバレエセッションハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ
で
今
月
17
日
か
ら
開
催

http://kiku-ny.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
https://www.roomstyle.design/
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:Contact@nydanceart.com
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１
０
０
０
キ
ロ
を
超
え
る
道

の
り
を
走
る
、
超
長
距
離
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
落
合
佑
介
さ
ん
が

今
月
13
日
か
ら
、
世
界
で
最
も

過
酷
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
横

断
自
転
車
レ
ー
ス
﹁
レ
ー
ス
・

ア
ク
ロ
ス
・
ア
メ
リ
カ
︵
Ｒ
Ａ

Ａ
Ｍ
︶﹂
に
挑
戦
し
て
い
る
。

４
８
８
０
キ
ロ
に
及
ぶ
道
の
先

に
目
指
す
の
は
、
日
本
人
男
性

が
い
ま
だ
成
し
遂
げ
て
い
な
い

表
彰
台
で
あ
る
。

　

Ｒ
Ａ
Ａ
Ｍ
へ
の
挑
戦
に
向

け
、
落
合
選
手
の
力
強
い
走
り

を
普
段
か
ら
目
に
し
て
い
た

15
人
の
有
志
が
サ
ポ
ー
ト
チ

ー

ム
﹁R

andonneur Plus 
Project

︵
Ｒ
Ｐ
Ｐ
︶﹂
を
編
成

し
、
約
10
日
間
に
わ
た
る
レ
ー

ス
期
間
、
10
人
か
ら
な
る
ク
ル

ー
を
率
い
て
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｍ
に
参

戦
。
ア
メ
リ
カ
で
の
長
距
離
レ

ー
ス
参
戦
に
か
か
る
費
用
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
た

め
、
賛
同
し
た
自
転
車
仲
間
や

団
体
、
企
業
か
ら
の
支
援
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
今
回
の
レ

ー
ス
参
戦
資
金
は
参
加
費
・
渡

航
費
・
滞
在
費
な
ど
５
４
０
万

円
ほ
ど
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

落
合
さ
ん
は
奈
良
県
出
身
。

２
０
０
９
年
か
ら
超
長
距
離
サ

イ
ク
リ
ン
グ
・
ブ
ル
ベ
を
始
め

る
。
数
々
の
長
距
離
レ
ー
ス
を

完
走
し
、
21
年
に
は
日
本
縦
断

ギ
ネ
ス
記
録
︵
２
５
８
７
キ

ロ
︶
に
挑
戦
し
、
１
３
６
時
間

30
分
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を
更

新
。
22
年
６
月
に
は
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｍ

の
前
哨
戦
と
な
る
ア
メ
リ
カ

西
部
１
５
０
０
キ
ロ
を
走
破

す
る
﹁
レ
ー
ス
・
ア
ク
ロ
ス
・

ザ
・
ウ
エ
ス
ト
﹂
へ
出
場
し
、

63
時
間
34
分
で
男
子
ソ
ロ
カ
テ

ゴ
リ
ー
Ｕ
50
部
門
で
優
勝
、
総

合
２
位
の
成
績
で
新
人
賞
を
獲

得
し
た
。
落
合
さ
ん
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://randonneur-plus.
com

/project/

米
国
自
転
車
横
断
の
落
合
さ
ん

賛同者支援を！

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
５
校
に
合
格
の
延
原
さ
ん

私
は
こ
う
や
っ
て
合
格
し
た

本
紙　

子
供
の
頃
、
親
と
何
か

学
習
や
漢
字
の
書
き
取
り
ド
リ

ル
と
か
毎
朝
、
学
校
に
行
く
前

に
一
緒
に
す
る
習
慣
は
あ
り
ま

し
た
か
？

　

Ｎ
Ｙ
州
全
体
の
テ
ス
ト

︵State

　

E
xam

︶
の
算
数
の

テ
ス
ト
前
に
は
、
過
去
問
題
の

中
か
ら
母
が
問
題
を
作
り
一
日

数
時
間
か
け
て
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
人
の
家
庭
で
育
っ
た

の
で
第
一
言
語
は
日
本
語
で
し

た
。
な
の
で
、
毎
日
少
し
ず
つ

母
と
英
語
の
勉
強
を
し
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
読
書
感
想
文
の
宿
題
が
出

た
時
、
母
と
一
緒
に
本
を
読

み
、
ど
う
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ

っ
た
の
か
な
ど
日
本
語
で
話
し

合
い
、
日
本
語
で
感
想
文
を
書

き
、
そ
れ
を
英
語
に
変
え
て
い

ま
し
た
。
宿
題
は
必
ず
時
間
が

か
か
っ
て
も
す
べ
て
終
わ
ら
せ

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
聞
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

し
た
。

本
紙　

小
さ
い
時
は
ど
ん
な
こ

と
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　

小
学
校
低
学
年
の
頃
の
将
来

の
夢
は
日
系
女
性
初
の
ア
メ
リ

カ
大
統
領
に
な
る
こ
と
で
し

た
。
当
時
黒
人
初
の
オ
バ
マ
大

統
領
に
強
く
興
味
を
持
ち
、
私

の
友
達
や
両
親
の
友
達
に
﹁
将

来
私
が
オ
バ
マ
み
た
い
に
な

っ
た
ら
、vote
し
て
ね
﹂
と

言
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
な
ど

は
全
く
興
味
が
な
く
、
遊
び
は

crossw
ord

や
数
独
を
す
る

こ
と
で
し
た
。
な
の
で
、
そ
う

い
っ
た
パ
ズ
ル
系
の
本
を
母
に

い
つ
も
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
塾
に
通
い
出
し
て
か
ら

は
、
少
し
大
袈
裟
で
す
が
遊
び

が
算
数
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に

変
わ
り
ま
し
た
。

本
紙　

勉
強
が
面
白
い
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

　

小
学
校
の
頃
塾
へ
通
い
始
め

た
時
、
算
数
の
テ
ス
ト
の
塾
内

ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
を
数
回
取

っ
て
か
ら
、
勉
強
を
競
争
の
よ

う
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
負
け
ず
嫌

い
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
か
ら

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
と
る
た
め

に
勉
強
し
て
い
た
ら
、
気
づ
い

た
ら
勉
強
が
好
き
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

本
紙　

小
さ
い
時
に
親
か
ら
言

わ
れ
た
こ
と
で
今
で
も
覚
え
て

い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　

小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
礼
儀

作
法
︵
座
り
方
、靴
の
揃
え
方
、

目
上
の
方
へ
の
話
し
方
等
︶
や

お
箸
の
持
ち
方
を
キ
ツ
く
教
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
必
ず
理
解
す

る
ま
で
聞
く
こ
と
、
そ
し
て
人

の
話
を
よ
く
聞
く
事
の
大
切
さ

も
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
親
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
で

は
な
い
の
で
す
が
、
祖
母
か
ら

言
わ
れ
て
今
で
も
大
事
に
し
て

い
る
言
葉
は
﹁
自
分
に
正
直
に

な
れ
る
人
に
な
り
な
さ
い
﹂
と

い
う
こ
と
で
す
。

本
紙　

子
供
の
時
に
一
番
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か

　

中
学
１
年
生
の
時
か
ら
テ
ナ

ー
サ
ッ
ク
ス
を
始
め
、
両
親
は

ジ
ャ
ズ
好
き
だ
っ
た
の
で
、
小

さ
い
頃
は
よ
く
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
て
中
学
校
の
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
に
入
る
こ
と
が
夢
に
な

り
ま
し
た
。
中
学
１
年
の
時
は

ピ
ア
ノ
で
、そ
し
て
中
学
２
年
・

３
年
で
は
サ
ッ
ク
ス
で
オ
ー
デ

シ
ョ
ン
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
中
学
３
年
生
の
時
に
や
っ

と
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
に
入
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
事
が
子
供
時
代

１
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
も
あ

り
、
両
親
に
１
番
近
づ
け
た
と

実
感
し
た
経
験
で
す
。
そ
の
後

ブ
ロ
ン
ク
ス
サ
イ
エ
ン
ス
に
入

学
し
て
か
ら
も
、
1
年
生
か
ら

4
年
生
の
全
校
生
徒
の
中
で
20

名
だ
け
が
入
れ
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

本
紙　

小
学
校
高
学
年
に
な
っ

た
と
き
、
自
分
は
ど
ん
な
方
向

に
向
い
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な

こ
と
が
好
き
だ
と
思
っ
て
熱
中

し
ま
し
た
か
？

　

小
学
校
の
高
学
年
に
な
っ
て

か
ら
は
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
以
前
ま
で
英

語
が
第
一
言
語
の
家
庭
に
生
ま

れ
て
き
た
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
頃
や
っ
と
日

本
人
で
よ
か
っ
た
、
日
本
語
が

話
せ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア

メ
リ
カ
に
い
る
数
少
な
い
日
本

人
の
一
人
だ
か
ら
こ
そ
外
国
人

や
ア
メ
リ
カ
人
に
日
本
の
魅
力

を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
そ
の
頃
の
私
の
将
来
の
夢

は
日
本
語
を
教
え
る
大
学
教
授

で
し
た
。

本
紙　

少
女
時
代
に
影
響
を
受

け
た
こ
と
を
３
つ
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　

私
の
祖
父
は
13
年
前
脳
内
出

血
で
倒
れ
、
今
も
右
半
身
が
不

自
由
で
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
。

毎
週
2
〜
3
日
ス
ピ
ー
チ
セ
ラ

ピ
ー
を
受
け
て
い
る
お
か
げ

で
、
ま
だ
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん

が
少
し
ず
つ
で
す
が
言
葉
も
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
少
し

ず
つ
明
る
く
な
っ
て
い
く
祖
父

母
を
見
て
か
ら
私
は
医
者
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

祖
母
は
そ
ん
な
祖
父
を
毎
日

一
人
で
介
護
し
て
い
ま
す
。
側

学
に
決
心
し
た
時
に
、
父
と
話

し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

父
は
﹁
本
当
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
で
後
悔
し
な
い
？
﹂
と
聞
い

て
き
た
の
で
、﹁
そ
う
言
い
た

い
け
ど
、そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。

で
も
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に

決
め
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
﹂と
返
信
し
ま
し
た
。
父
は
、

﹁
ダ
サ
い
な
ぁ
、
パ
パ
は
後
悔

し
た
こ
と
な
ん
て
な
い
よ
﹂
と

言
っ
て
い
て
、
改
め
て
父
の
か

っ
こ
よ
さ
に
直
面
し
ま
し
た
。

本
紙　

母
親
に
今
言
い
た
い
こ

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　

母
は
父
の
仕
事
を
手
伝
い
な

が
ら
、
主
に
専
業
主
婦
だ
っ
た

の
で
、
小
さ
い
頃
は
宿
題
が
終

わ
る
ま
で
側
に
い
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ

な
が
ら
も
英
語
の
上
達
が
遅
か

っ
た
の
で
、
母
は
早
く
ク
ラ
ス

の
子
た
ち
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で

英
語
が
理
解
で
き
、
ク
ラ
ス
で

不
自
由
な
思
い
を
し
な
い
で
良

い
よ
う
に
と
私
と
一
緒
に
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験

で
毎
日
の
積
み
重
ね
が
と
て
も

大
切
だ
と
言
う
こ
と
を
学
び
、

そ
の
考
え
は
今
の
私
の
全
て
に

繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

母
と
は
よ
く
喧
嘩
も
し
ま
し
た

が
、
私
に
と
っ
て
良
き
相
談
相

手
で
も
あ
り
、
1
番
の
理
解
者

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
母
が
い

な
け
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
の
大
学
か

ら
合
格
通
知
が
来
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
母
に
は
﹁
あ
り
が
と

う
﹂
で
は
伝
え
切
れ
な
い
ほ
ど

の
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

本
紙
﹁
名
門
校
﹂
を
受
け
る
場

合
の
心
得
、
心
構
え
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

目
標
を
高
く
持
っ
て
、
自
分

に
は
で
き
な
い
か
も
と
思
う
こ

と
に
も
進
ん
で
挑
戦
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
失
敗

を
恐
れ
て
、
自
分
が
確
実
に
合

格
し
そ
う
な
と
こ
ろ
を
目
標
に

せ
ず
、
夢
は
大
き
く
設
定
す
る

こ
と
で
自
分
の
最
大
限
の
力
で

頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
そ
の
お
か
げ
で
多

数
の
名
門
大
学
か
ら
認
め
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
休

み
か
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

準
備
や
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
始
め

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

で
見
て
い
て
と
て
も
大
変
そ
う

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
細
か
い

ケ
ア
が
出
来
る
の
も
祖
母
が
祖

父
の
こ
と
を
大
切
だ
か
ら
こ
そ

な
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
大
切
だ
か
ら
こ
そ
祖
父

が
リ
ハ
ビ
リ
で
出
来
る
こ
と
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
く
た
び

に
、
祖
母
も
嬉
し
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
祖
父
母
か
ら

人
間
関
係
の
大
切
さ
や
、
ど
ん

な
困
難
が
あ
っ
て
も
人
を
好
き

で
い
て
大
事
に
思
う
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　
本
紙　

父
親
に
つ
い
て
今
、
ど

う
思
っ
て
い
ま
す
か
？

　　

小
さ
い
頃
か
ら
今
も
ず
っ
と

父
の
こ
と
を
尊
敬
し
て
い
ま

す
。
父
は
昔
日
本
で
プ
ロ
の
歌

手
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は

そ
の
経
験
を
活
か
し
Ｎ
Ｙ
の
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
ゴ
ス
ペ
ル
な
ど

を
観
光
客
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
５
校
の
Ｉ
Ｖ
Ｙ
に

受
か
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
迷
っ
て

か
ら
最
終
的
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

母親の由美さんと延原さん（本紙編集部で）

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
http://www.Jhelp.com
http://www.njlerc.org
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
https://randonneur-plus.com/project/
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Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
今
年
４

月
、
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー
ル
・
パ

ス
︵
Ｊ
Ｒ
パ
ス
︶
の
価
格
改
定

等
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
リ

リ
ー
ス
に
よ
る
と
、
今
年
10

月
頃
を
め
ど
に
販
売
価
格
が

改
定
さ
れ
る
。
料
金
は
、
普

通
車
７
日
間
切
符
が
現
在
の

２
万
９
６
５
０
円
か
ら
５
万

円

に
、

同

14

日

間

が

８

万

円
︵
現
在
は
４
万
７
２
５
０

円
︶
に
、
同
21
日
間
が
10
万

円
︵
同
５
万
円
︶
に
そ
れ
ぞ

れ
大
幅
値
上
げ
さ
れ
る
。
グ

リ
ー
ン
車
７
日
間
は
７
万

円
︵
現
在
は
３
万
９
６
０
０

円
︶
、
同
14
日
間
が
11
万
円
︵
同

６
万
４
１
２
０
円
︶
、
21
日
間

が
14
万
円
︵
同
８
万
３
３
９
０

円
︶
へ
と
値
上
げ
さ
れ
る
。
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
料
金
改
定
に
伴

い
、
観
光
客
へ
の
特
典
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
と
し
、
追
加
料

金
を
払
う
こ
と
で
従
来
は
利
用

で
き
な
か
っ
た
東
海
道
・
山
陽

新
幹
線
﹁
の
ぞ
み
﹂
号
と
山
陽
・

九
州
新
幹
線
の
﹁
み
ず
ほ
﹂
号

が
利
用
可
能
に
な
る
。

　

Ｊ
Ｒ
パ
ス
は
日
本
を
観
光
で

訪
れ
る
訪
日
旅
行
者
を
対
象

に
、
鉄
道
で
の
日
本
周
遊
に
適

し
た
便
利
な
切
符
で
、
普
通
車

と
グ
リ
ー
ン
車
の
２
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
７
日
・
14
日
・

21
日
間
利
用
で
き
る
。
基
本
的

に
は
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
以
外

を
持
つ
外
国
人
向
け
で
あ
る
。

日
本
人
が
購
入
す
る
場
合
は
、

日
本
国
旅
券
及
び
﹁
在
留
期
間

が
連
続
し
て
10
年
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
で
、

在
外
公
館
で
取
得
し
た
も
の

等
﹂
を
有
す
る
人
、
も
し
く
は

ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ナ

ダ
に
限
り
当
面
の
間
の
特
例
と

し
て
在
留
国
が
発
行
す
る
﹁
永

住
権
﹂
保
持
者
で
あ
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
際
ウ
ェ
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
は
先
月
、
Ｊ
Ｒ
パ
ス
の
値
上

げ
に
関
し
て
外
国
人
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
発

表
。
値
上
げ
後
も
パ
ス
を
﹁
利

用
す
る
﹂
と
答
え
た
の
は
12
％

で
、﹁
絶
対
に
利
用
し
な
い
﹂﹁
た

ぶ
ん
利
用
し
な
い
﹂
が
７
割
以

上
だ
っ
た
。

　

旅
行
総
合
研
究
所
タ
ビ
リ
ス

に
よ
る
と
、
旧
価
格
で
は
東
京

〜
岡
山
間
を
新
幹
線
で
往
復
す

れ
ば
元
が
取
れ
る
が
、
新
価
格

で
は
博
多
ま
で
往
復
し
て
も
元

が
と
れ
な
い
。
大
幅
値
上
げ
で

あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
昨
今
の

円
安
を
考
慮
し
、
ド
ル
建
て
で

価
格
を
見
た
と
き
、
旧
価
格
を

２
０
２
０
年
頃
の
相
場
１
ド
ル

１
１
０
円
、
新
価
格
を
最
近
の

相
場
１
ド
ル
１
３
５
円
と
し
て

計
算
し
た
場
合
の
値
上
げ
幅
は

21
〜
27
％
に
と
ど
ま
る
。﹁
円

安
を
織
り
込
ん
だ
う
え
で
の
大

幅
値
上
げ
﹂
と
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。

　

料
金
改
定
の
詳
細
は
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japanrailpass.net/about_
jrp.htm

l

　

２
０
２
２
年
10
月
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
閉
鎖
し
た
Ｎ
Ｙ
の
名

所
の
ひ
と
つ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
の
ロ
ー
ブ
・
ボ
ー
ト
ハ
ウ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
長
く
拠
点

を
置
き
、
今
年
３
月
28
日
に
71

歳
で
亡
く
な
っ
た
坂
本
龍
一
さ

ん
の
複
合
現
実
︵
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
：
Ｖ
Ｒ
︶
コ
ン
サ

ー
ト
﹃K

A
G

A
M

I

︵
鏡
︶﹄
が

７
日
か
ら
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド

に
あ
る
劇
場
ザ
・
シ
ェ
ッ
ド︵
西

30
丁
目
５
４
５
番
地
︶
で
始
ま

っ
た
。

　

坂
本
さ
ん
と
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン

ツ
制
作
ス
タ
ジ
オ
﹁
テ
ィ
ン
・

ド
ラ
ム
﹂
に
よ
るK

A
G

A
M

I
の
会
場
に
入
る
と
、
80
ほ
ど
の

イ
ス
が
円
形
に
並
べ
ら
れ
、
観

客
は
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
装

着
。
す
る
と
中
央
に
ピ
ア
ノ
と

鍵
盤
に
向
か
っ
て
座
る
坂
本
さ

ん
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
超
リ

ア
ル
と
い
う
よ
り
は
フ
ォ
ノ
グ

ラ
ム
の
よ
う
な
坂
本
さ
ん
が
演

奏
を
始
め
る
と
、
そ
の
周
囲
が

宇
宙
空
間
の
よ
う
に
な
っ
た

り
、
古
い
Ｎ
Ｙ
の
街
並
み
が
モ

ノ
ク
ロ
映
像
で
映
し
出
さ
れ
た

り
と
曲
に
合
わ
せ
た
立
体
的
ア

ー
ト
も
登
場
。
観
客
は
席
を
立

ち
自
由
に
歩
き
回
る
こ
と
が
で

き
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
手
や
顔
を

覗
き
込
ん
だ
り
、
坂
本
さ
ん
に

重
な
る
よ
う
に
そ
の
場
に
座
り

込
ん
だ
り
し
て
１
時
間
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
。
演
奏
曲

は
坂
本
さ
ん
の
代
表
作
品
で
あ

る
﹁
エ
ナ
ジ
ー
フ
ロ
ー
﹂
や
﹁
メ

リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
ス
タ

ー
・
ロ
レ
ン
ス
﹂
な
ど
全
10
曲
。

７
月
２
日
︵
日
︶
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

theshed.org

を
参
照
。　

　

坂
本
さ
ん
は
今
年
の
初
め

に
﹁
現
実
と
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル

な
自
分
も
存
在
し
ま
す
。
そ
の

バ
ー
チ
ャ
ル
な
自
分
は
年
を
取

ら
ず
、
ピ
ア
ノ
を
何
年
も
、
何

十
年
も
、
何
百
年
も
弾
き
続
け

る
の
で
す
。
そ
の
頃
、
ま
だ
人

間
は
存
在
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？
﹂
と
語
っ
て
い
た
。

K
A

G
A

M
I

は
Ｎ
Ｙ
の
あ
と
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
国
際
芸
術

祭
、
シ
ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
、
テ
ネ
シ
ー
の
ビ
ッ
グ
イ
ヤ

ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
で
公

演
さ
れ
る
予
定
。
坂
本
さ
ん
の

演
奏
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を

借
り
て
今
後
も
世
界
中
で
上
演

さ
れ
続
け
る
。

　
　

︵
高
田
由
起
子
、
写
真
も
︶

Ｊ
Ｒ
パ
ス
大
幅
値
上
げ

10
月
に
価
格
改
定
へ

坂
本
龍
一
を
映
す

バ
ー
チ
ャ
ル
公
演
ス
タ
ー
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
再
開

ボ
ー
ト
は
要
予
約

ス
︵
74
丁
目
付
近
︶
が
今
月
末
、

営
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
こ
の

ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　

４
日
付
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙
の
記

事
に
よ
る
と
、
娯
楽
施
設
や
大

規
模
イ
ベ
ン
ト
の
飲
食
や
小
売

店
を
手
掛
け
る
レ
ジ
ェ
ン
ズ
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
社
が
リ
ー
ス

契
約
を
引
き
継
ぎ
、
３
５
０
万

ド
ル
を
投
じ
て
歴
史
あ
る
同
施

設
を
修
繕
し
、
10
年
契
約
で
年

間
の
賃
貸
料
75
万
ド
ル
に
加

え
、
売
り
上
げ
の
１
％
を
同
市

に
支
払
う
。 

　

も
と
も
と
１
８
７
０
年
代
か

ら
市
民
の
憩
い
の
場
所
だ
っ
た

ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
、
１
９
５
４

年
に
銀
行
家
カ
ー
ル
・
Ｍ
・
ロ

ー
ブ
氏
が
30
万
５
０
０
０
ド
ル

を
寄
付
し
て
改
装
し
、
83
年
に

レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
ロ
ー
ブ
・
ボ
ー

ト
ハ
ウ
ス
﹂
が
開
業
し
た
。
結

婚
式
な
ど
の
記
念
式
典
に
も
利

用
さ
れ
﹁
セ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・

ザ
・
シ
テ
ィ
﹂
や
﹁
恋
人
た
ち

の
予
感
﹂
を
含
む
Ｎ
Ｙ
を
舞
台

に
し
た
数
々
の
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ

ー
映
画
や
Ｔ
Ｖ
番
組
の
撮
影
に

使
用
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
し
か
し
前
経
営
者
の
デ
ィ

ー
ン
・
ポ
ー
ル
氏
は
22
年
秋
に
、

経
営
難
を
理
由
に
同
レ
ス
ト
ラ

ン
を
閉
店
し
た
。
テ
ラ
ス
80
席

の
カ
フ
ェ
は
今
月
末
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
バ
ー
は
８
、
９
月
頃
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
ボ
ー
ト
の
貸
出
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
予
約
と
な
る
。

mailto:info@tsutech.com
http://www.nykoshin.com
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://www.rostamilaw.com
https://www.samuraimama.com/
https://theshed.org
https://theshed.org
https://theshed.org
https://japanrailpass.net/about_jrp.html
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︻
ア
メ
リ
カ
の
人
事
部
︼
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

で
浮
上
す
る
落
と
し
穴
︵
そ
の
２
︶

クイック USA

136

令
が
違
う
よ
う
に
、
実
は
税
制

も
細
か
く
見
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

確
か
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
最
中
は
政

府
も
い
っ
せ
い
に
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
へ
の
舵
取
り
に
打
っ

て
出
て
い
た
わ
け
で
す
の
で
、

Jurisdiction 

ご
と
の
細
か
な

税
制
の
違
い
ま
で
は
目
を
つ
ぶ

っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
や
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
終
了
宣
言
が
公
に
出

さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
税
当

局
も
こ
れ
か
ら
先
い
つ
ま
で
も

甘
い
目
で
見
続
け
て
い
く
わ
け

に
は
い
か
な
く
な
る
と
考
え
る

の
が
筋
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。Jurisdiction

ご
と
に
ル

ー
ル
は
異
な
る
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
職
場
以
外
の
場

所
に
概
ね
30
日
を
越
え
る
期
間

滞
在
を
し
て
、
そ
の
場
所
で
仕

事
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
場

所

に

あ

るJurisdiction

の

税
制
や
税
法
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
も
そ
の
滞
在
期
間

は
単
に
30
日
だ
け
に
限
定
さ
れ

る
わ
け
で
も
な
く
、Jurisdic-

tion

に
よ
っ
て
は
数
日
と
い

う
と
こ
ろ
も
中
に
は
あ
る
の
で

す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
中
だ
け
で
も
こ

う
い
っ
た
ル
ー
ル
が
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
れ
が
休
暇
を
使

っ
て
海
外
に
飛
ん
で
い
き
、
そ

の
地
で
リ
モ
ー
ト
で
働
く
と
い

っ
た
場
合
で
あ
る
と
、
さ
ら
な

る
複
雑
な
海
外
で
の
税
法
や
税

制
が
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
従
業

員
も
会
社
も
ま
っ
た
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
と
い
う
こ
と
で

は
、
当
局
か
ら
の
指
摘
が
入
っ

た
暁
に
は
も
は
や
言
い
逃
れ
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
未
納
の
税
金
に
対
す
る
甚

大
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
や
追
徴
金
、

利
子
な
ど
が
加
算
さ
れ
て
当
局

か
ら
請
求
さ
れ
る
と
い
う
事
態

に
な
り
う
る
わ
け
で
す
。

︵
つ
づ
く
︶

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
的
な
働
き

方
は
、
も
し
そ
の
人
が
会
社
の

従
業
員
で
は
な
く
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

場
合
に
は
、
何
か
事
件
が
あ
っ

た
と
し
て
も
本
人
自
身
の
問
題

だ
と
し
て
会
社
が
関
与
す
る
懸

念
は
お
よ
そ
詐
欺
や
犯
罪
に
染

ま
ら
な
い
限
り
、
ほ
ぼ
な
い
だ

ろ
う
と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
人
が
会
社
の
従

業
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
話
は

ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
従
業
員
は
知
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
が
、
職
場
と
は
異
な
る
郡
や

州
を
ま
た
い
で
働
い
た
場
合
に

は
、
厳
密
に
い
え
ば
ア
メ
リ
カ

で
は
そ
の
場
所
で
施
行
さ
れ
て

い
る
税
制
や
税
法
に
従
い
、
税

金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
法
律
上
の
ル
ー
ル
が
存

在
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら

を
管
轄
し
て
い
る
郡
や
州
を
英

語
で
はJurisdiction

︵
管
轄

区
域
︶
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ご

存
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は

市
や
州
が
違
え
ば
、
法
律
や
条

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
５
月
31
日
、

年
次
総
会
及
び
特
別
理
事
会
を

開
催
し
、
本
年
度
の
役
員
を
選

出
し
た
。
会
長
に
河
手
哲
雄
氏

︵
北
米
三
菱
商
事
会
社
︶
が
決

ま
っ
た
。
以
下
︵
敬
称
略
︶
副

会
長
・
山
本
明
︵
デ
ロ
イ
ト
Ｌ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
は
４
月
26

日
、
年
次
総
会
及
び
特
別
理
事

会
を
開
催
し
、
本
年
度
の
役
員

を
選
出
し
た
。
２
０
２
３
年
度

の
新
役
員
・
会
頭
は
、
和
田
知

日
本
ク
ラ
ブ

新
会
長
に
河
手
哲
雄
氏

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

新
会
頭
に
和
田
知
徳
氏

　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
対
談
シ
リ

ー
ズ
特
別
企
画 

﹁
続
・
米
国
経

済
・
労
働
市
場
の
動
向
と
在
米

日
系
企
業
が
挑
む
未
来
﹂
と
題

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が

22
日
︵
木
︶
午
後
２
時
か
ら

開
催
さ
れ
る
︵Pasona N

A
, 

Ｌ
Ｐ
︶、
松
浦
修
司
︵
み
ず
ほ

銀
行
︶、
植
村
義
之
︵
ダ
イ
キ

ン
Ｕ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
︶、

魚
返
大
輔
︵
東
京
海
上
ア
メ
リ

カ
︶
、
山
口
幸
一
︵
双
日
米
国

会
社
︶、
金
子
和
重
︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ア
メ
リ
カ
︶。
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
・

猪
又
正
大
︵
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ

Ｐ)

。
セ
ク
レ
タ
リ
ー
・
村
瀬

悟
︵
メ
イ
ヤ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
法

律
事
務
所
︶、
事
務
所
長
・
前

田
正
明
︵
日
本
ク
ラ
ブ
︶。

徳
氏
︵
米
州
住
友
商
事
会
社
︶

に
決
ま
っ
た
。
以
下︵
敬
称
略
︶

副
会
頭
・
武
智
康
祐
︵
丸
紅
米

国
会
社
︶、
小
森
谷
正
敏
︵
株

式
会
社
米
国
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
︶、

岡
本
慎
一
︵
日
本
生
命
保
険
相

互
会
社
︶、
河
村
諭
︵
野
村
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
イ
ン

ク
︶、
西
村
文
孝
︵
ソ
ニ
ー
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
︶、
小
泉
淳
︵
サ
ン

ト
リ
ー
ア
メ
リ
カ
︶。
ト
レ
ジ

ャ
ラ
ー
・
千
葉
岳
央
︵
米
国
三

井
住
友
海
上
火
災
保
険
︶、
セ

ク
レ
タ
リ
ー
・
猪
又
正
大
︵
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
︶、
事
務
所
長
・

前
田
正
明
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
商
工
会
議
所
︶。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

Inc.

主
催
︶。
専
門
の
講
師
を

招
き
、
米
国
経
済
・
労
働
市
場

の
動
向
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
つ

米
国
労
働
市
場
動
向
を
分
析

古代賢司氏 須山大樹氏 宮野慶太氏

つ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
い
う
形
で
今
後
の
米
国
経

済
動
向
・
労
働
市
場
を
背
景
に
、

企
業
が
直
面
し
得
る
課
題
と
備

え
に
つ
い
て
、
事
例
紹
介
や
法

的
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

交
え
な
が
ら
考
察
す
る
。
対
象

は
、
米
国
現
地
法
人
を
抱
え
る

日
系
企
業
の
日
本
本
社
経
営
責

任
者
、
米
国
で
事
業
を
行
う

日
系
企
業
様
の
経
営
責
任
者
・

管
理
職
。
講
師
は
、
宮
野
慶

太 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︵
ジ
ェ
ト

ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
︶、

須
山
大
樹
弁
護
士
︵Squire 

Patton B
oggs, LLP

︶、

古

代
賢
司 President &

 C
O

O

︵Pasona N
A

, Inc.

︶。

　

参
加
費
無
料
。
先
着
５
０
０

人
。
希
望
者
は

20
日
︵
火
︶

午
後
９
時
ま
で
にhttps://

w
w

w
.p

a
s

o
n

a
.c

o
m

/
sem

inar/exe_062223/

か

ら
申
し
込
む
。

22
日
パ
ソ
ナ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
天
理
文
化
協

会
日
本
語
学
校
︵
西
13
丁
目
43

番
地
Ａ)

で
は
、
日
本
語
教
師

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
る
。
7
月
21
日
︵
金
︶
か

ら
7
月
27
日
︵
木
︶
ま
で
の
１

週
間
で
、
コ
ー
ス
は
午
後
1
時

か
ら
午
後
4
時
と
午
後
6
時
か

ら
午
後
8
時
の
２
コ
ー
ス
が
あ

り
、
22
日
︵
土
︶
は
午
後
1
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
合
同
ク

ラ
ス
。
23
日(

日)

は
休
講 

。

短
期
間
の
う
ち
に
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
、
そ
の
知
識
を
活
か

し
て
実
践
に
移
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い

る
。
日
本
語
を
教
え
た
事
の
な

い
人
も
、
経
験
の
あ
る
人
も
日

本
語
を
外
国
人
に
教
え
る
た
め

の
要
点
を
１
週
間
で
習
得
で
き

る
最
短
コ
ー
ス
だ
。

　

具
体
的
な
講
義
内
容
は
、
日

本
語
教
師
の
役
割
、
コ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
、
教
授
法
、
日
本
語

文
法
、
日
本
語
の
音
声
、
文

字
、
語
彙
、
教
案
作
成
。
授
業

料
は
午
後
の
ク
ラ
ス
３
０
０

ド
ル
︵
18
時
間
・
模
擬
授
業

含
む
︶、
夜
の
ク
ラ
ス
２
２
０

ド
ル (

13
時
間
・
模
擬
授
業

な
し
︶。 

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
、

Ｅ

メ

ー

ル　

tci@
tenri.org

　

天
理
文
化
協
会　

手
塚
さ
ん
。

日本語教師短期養成講座

天理文化協会日本語学校

７月 21 日から開講

https://www.takenakapartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:tci@tenri.org%E3%80%80
mailto:tci@tenri.org%E3%80%80
mailto:tci@tenri.org%E3%80%80
https://www.pasona.com/seminar/exe_062223/


(9  )　　 ［ローカル面］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）6 月17 日（土）

 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
に

よ
る
無
料
リ
サ
イ
タ
ル
が
28
日

︵
水
︶
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま

で
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
美
術
館

近
く
に
あ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
ス

カ
ル
プ
チ
ャ
ー
公
園
︵32-01 

V
ernon B

lvd

︶
で
開
催
さ

れ
る
。ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
エ
リ
カ
・

バ
イ
コ
フ
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の

シ
エ
ラ
・
バ
イ
ド
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
兼
コ
ー
チ
の
フ
ア
ン
・
ホ
セ
・

ラ
サ
ロ
、
さ
ら
に
２
０
１
９
年

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
カ
ウ
ン
シ
ル
・
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
勝
者
で
昨

年
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
﹃
蝶
々
夫

人
﹄
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
バ
リ
ト

ン
の
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
ス
が

出
演
す
る
。
詳
細
はhttps://

city
p

ark
sfou

n
d

ation
.

o
r

g
/

e
v

e
n

ts
/

m
e

t-
o

p
e

r
a

-s
o

c
r

a
t

e
s

-
2023/?date=20230628

　

ま
た
、
同
公
園
で
は
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ

ー
・
バ
ト
ソ
ン
ら
に
よ
る
呼
吸

を
意
識
し
た
ヴ
ィ
ン
ヤ
サ
ヨ
ガ

の
無
料
ク
ラ
ス
を
土
曜
午
前
９

時
30
分
・
11
時
か
ら
の
２
回
と
、

日
曜
午
前
10
時
か
ら
川
辺
の
芝

生
に
て
開
催
中
。
雨
天
・
芝
生

が
濡
れ
て
い
る
場
合
は
中
止
。

参
加
者
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
水
、

タ
オ
ル
を
持
参
す
る
。
事
前
予

約
不
要
。
10
月
15
日
ま
で
。

　

さ
ら
に
、
９
月
16
日
ま
で
の

毎
週
土
曜
正
午
か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
と
の
共
催
で

無
料
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
も
実
施

中
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
ビ
ー
チ
か
ら

カ
ヤ
ッ
ク
や
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
へ
漕
ぎ

出
そ
う
。
経
験
不
要
、
18
歳

未
満
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
。
先
着
順
、
予
約
不
要
。
詳

細
は
公
園
の
サ
イ
トhttps://

socratesscu
lptu

repark.
org/

を
参
照
す
る
。

オ
ペ
ラ
、
ヨ
ガ
、
カ
ヤ
ッ
ク

夏
の
ク
イ
ー
ン
ズ
レ
ジ
ャ
ー

　

ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
ォ
ー
ト
・

ト
ッ
テ
ン
・
パ
ー
ク
で
27
日

︵
火
︶
、
米
独
立
記
念
日
を
祝
う

花
火
が
行
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
中
断
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

が
、
４
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
。

主
催
は
ベ
イ
サ
イ
ド
歴
史
協
会

と
ク
イ
ー
ン
ズ
商
工
会
議
所
、

ビ
ッ
キ
ー
・
パ
ラ
デ
ィ
ー
ノ
Ｎ

Ｙ
市
議
が
後
援
し
、
６
回
目
の

開
催
。
市
文
化
局
と
市
議
会
の

協
力
に
よ
り
公
的
資
金
に
よ
っ

て
一
部
支
援
さ
れ
て
い
る
。

　

無
料
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
チ
キ

ン
・
ヘ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
ス
、
フ

ィ
ル
・
コ
ス
タ
、
サ
ム
シ
ン
グ
・

ス
ケ
シ
ャ
ル
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、

第
３
８
０
軍
楽
隊
、
Ｄ
Ｊ
の
ラ

ッ
セ
ル
・
タ
ー
ゴ
ー
ブ
が
出
演
。

会
場
で
は
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
が

出
て
、
ロ
ー
ス
ト
コ
ー
ン
や
フ

レ
ッ
シ
ュ
レ
モ
ネ
ー
ド
、
フ
ァ

ン
ネ
ル
ケ
ー
キ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

＆
ペ
ッ
パ
ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆

チ
ッ
プ
ス
、
ジ
ャ
イ
ロ
、
ア
メ

リ
カ
ン
ド
ッ
グ
な
ど
の
食
べ
物

や
飲
み
物
が
販
売
さ
れ
る
︵
ア

ル
コ
ー
ル
は
な
し
︶
。
子
供
向

4 年ぶり

独
立
記
念
日
の

花
火
ク
イ
ー
ン
ズ
で

空
手
の
日
米
武
道
館

Ｎ
Ｙ
で
創
立
１
周
年

昼
開
か
れ
た
。﹁
伝
統
的
な
価

値
観
を
現
代
に
生
か
す
﹂
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
武
道
を
通
じ
て
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
の
懸
け

橋
に
な
る
た
め
、
現
代
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
く
と
し

て
道
場
を
ス
タ
ー
ト
。
目
標
は

﹁
年
齢
や
性
別
、
国
籍
に
関
係

な
く
常
に
人
格
、
運
動
能
力
、

向
上
心
を
育
む
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
を
養
う
﹂
こ
と
だ
。
実
は
五

嶋
さ
ん
は
、
７
歳
か
ら
空
手
を

始
め
、
日
本
空
手
協
会
三
段
の

有
段
者
。
米
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
空

手
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
三
段
、

日
本
空
手
協
会
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
メ
ン
バ
ー
、
Ａ
Ａ
Ｕ
メ
ダ

リ
ス
ト
、
船
越
義
珍
杯 

第
14

回 

世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
も
選
ば
れ

た
こ
と
が
あ
る
。

　

幼
少
よ
り
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

空
手
に
親
し
み
、
勉
学
の
傍
ら

世
界
に
名
だ
た
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
の
協
演
、
リ
サ
イ
タ
ル
、

メ
デ
ィ
ア
出
演
を
重
ね
る
。
実

姉
は
世
界
的
な
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
五
嶋
み
ど
り
だ
。
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
在
学
中
よ
り
多
面
に

渡
る
企
業
設
立
に
関
わ
り
、
音

　

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
知

ら
れ
る
五
嶋
龍
さ
ん
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
空
手
道
場
﹁
日
米
武

道
館
﹂
を
設
立
し
て
１
年
に
な

る
。
そ
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
道
場
で
11
日

楽
家
、
起
業
家
、
空
手
家
で
あ

る
経
験
を
生
か
し
て
、
社
会
活

動
に
も
貢
献
す
る
マ
ル
チ
武
道

家
。
武
道
が
他
の
仕
事
と
両
立

で
き
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い

が
﹁
現
在
は
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
と
空
手
師
範
の
二
兎
は
追
わ

な
い
﹂
と
キ
ッ
パ
リ
。
五
嶋
さ

ん
は
﹁
1
周
年
を
迎
え
た
道
場

の
生
徒
た
ち
に
は
、
間
違
い
な

く
人
間
の
プ
ラ
イ
ド
と
武
芸
を

も
っ
て
積
み
重
ね
る
健
全
な
息

吹
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
老

若
男
女
、
国
籍
を
超
え
た
大
き

な
輪
、
和
、
が
よ
り
一
層
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
育
つ
こ
と

に
期
待
し
て
い
ま
す
﹂
と
話

す
。
日
米
武
道
館
基
金
制
度
も

設
立
し
た
。
大
会
に
参
加
す
る

際
の
選
手
の
経
費
の
支
援
、
進

学
に
あ
た
っ
て
の
奨
学
金
な
ど

が
フ
ァ
ン
ド
の
対
象
に
な
る
。

練
習
は
、
日
米
武
道
館
︵
７
番

街
２
５
５
番
地
３
階
、
電
話

６
０
３
・
８
０
３
・
３
７
５
７
︶

で
、
稽
古
は
毎
週
火
曜
、
木
曜
、

土
曜
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル　

info@
jabudokan.com

　

詳

細

はhttps://linktr.ee/
JA

B
udokan

け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
も
用

意
さ
れ
る
。

　

入
場
は
午
後
５
時
か
ら
で
、

８
時
30
分
ま
で
に
入
場
す
る
必

要
が
あ
る
。
無
料
コ
ン
サ
ー
ト

は
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
。

花
火
は
９
時
15
分
か
ら
15
分
間

の
予
定
。
毛
布
や
折
り
た
た
み

椅
子
、
ク
ー
ラ
ー
、
バ
ッ
グ
は

持
ち
込
め
る
が
入
場
の
際
に
検

査
が
あ
る
。
駐
車
場
は
リ
ト
ル

ベ
イ
駐
車
場
︵
障
害
者
対
応
︶

が
一
番
近
い
が
す
ぐ
埋
ま
っ
て

し
ま
う
の
で
早
め
の
到
着
を
推

奨
す
る
。
他
は
ス
ロ
ッ
グ
ス
ネ

ッ
ク
橋
の
下
、
フ
ォ
ー
ト
・
ト

ッ
テ
ン
西
の
ベ
ル
・
ブ
ー
ル
バ

ー
ド
沿
い
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
・
パ

ー
ク
ウ
ェ
イ
沿
い
な
ど
に
あ

り
、
徒
歩
で
会
場
に
行
く
。
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
午
後
５
時

30
分
か
ら
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
・
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
と
ベ
イ
テ
ラ
ス
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
か
ら
運
行
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ク
イ
ー
ズ
側
か
ら
イ

ー
ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
で
花
火
を

見
物
す
る
場
合
は
、
地
下
鉄
７

番
線
の
バ
ー
ノ
ン
ブ
ル
バ
ー
ド

駅
を
下
車
し
て
徒
歩
15
分
ほ
ど

で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
背
景
に
し

た
花
火
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
帰
り
の
駅
が
大
混
雑
す
る

の
で
時
間
に
余
裕
を
み
て
見
物

す
る
必
要
が
あ
る
。

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
mailto:info@jabudokan.com%E3%80%80
mailto:info@jabudokan.com%E3%80%80
mailto:info@jabudokan.com%E3%80%80
mailto:info@jabudokan.com%E3%80%80
https://linktr.ee/JABudokan
https://cityparksfoundation.org/events/met-opera-socrates-2023/?date=20230628
https://cityparksfoundation.org/events/met-opera-socrates-2023/?date=20230628
https://socratessculpturepark.org/
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 BOOKS
　

﹁
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
フ
ー

ド
﹂
心
と
体
が
落
ち
着
く
料

理
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
・
フ

ー
ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
シ
ャ
ロ

ー
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
︵Shalom

 
Japan

︶
﹂
は
、
ま
だ
ゆ
っ
た

り
と
時
間
の
過
ぎ
る
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
町
の
一
角
で
オ
ー
プ
ン

し
て
、
気
が
付
け
ば
も
う
10
年

に
な
る
。
人
生
の
旨
い
と
こ
ろ

を
知
る
こ
の
町
の
住
人
た
ち

は
、
極
上
の
時
は
短
い
と
ば
か

り
に
、
夕
飯
時
に
な
る
と
そ
わ

そ
わ
と
す
る
よ
う
だ
。
今
日
も

仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
店
の
ド
ア
が
開
く
の
を
待
っ

て
い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
・
メ
ニ
ュ
ー
の

レ
シ
ピ
本
の
話
が
持
ち
掛
け
ら

れ
た
の
は
8
年
前
の
こ
と
。
な

か
な
か
合
う
ラ
イ
タ
ー
さ
ん
が

見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
、
店
も
忙

し
く
、
家
族
も
増
え
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
こ
の
町
を
覆
い
つ
く

し
た
り
し
た
け
れ
ど
、
よ
う
や

く
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
兼
シ

ェ
フ
の
大
河
内
佐
和
子
さ
ん
と

ア
ロ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
さ
ん
夫

婦
は
、
1
年
と
ち
ょ
っ
と
か
け

て
、
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
一
つ
を

丁
寧
に
作
り
、
レ
シ
ピ
に
起
こ

し
、
写
真
に
し
て
本
を
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
道
具
や
食

材
選
び
ま
で
に
こ
だ
わ
り
、
事

細
か
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
鍋
料
理
は
、
鍋
の

選
び
方
、
ス
ー
プ
の
支
度
、
具

材
を
入
れ
る
順
番
ま
で
チ
ャ
ー

ト
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
読
み
物
と
し
て
も
楽
し
い
。

　

ロ
ン
ド
ン
在
住
の
日
本
人
女

性
写
真
家
に
よ
る
写
真
も
、
料

理
が
今
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、

一
目
見
る
だ
け
で
味
が
沁
み
通

る
よ
う
な
、
味
わ
い
の
あ
る
優

し
さ
溢
れ
る
食
卓
を
映
し
出
し

て
い
る
。

　

シ
ェ
フ
の
佐
和
子
さ
ん
に
お

話
を
伺
っ
た
。

│
イ
タ
リ
ア
料
理
や
ア
メ
リ
カ

料
理
な
ど
の
シ
ェ
フ
だ
っ
た
お

二
人
が
、
日
本
料
理
と
ジ
ュ
ー

イ
ッ
シ
ュ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン

を
始
め
ら
れ
た
の
は
ど
う
し
て

で
す
か
？

│
佐
和
子
シ
ェ
フ

：

夫
ア
ロ

ン
が
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
料
理
店

を
や
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
２
人
で
や
る
こ
と
に

な
り
、
そ
こ
で
日
本
料
理
を
合

わ
せ
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
料
理
と

日
本
料
理
は
、
意
外
と
共
通
す

る
味
の
好
み
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
に
よ
く

使
わ
れ
る
﹁
ロ
ッ
ク
ス
﹂
は
塩

漬
け
の
鮭
で
す
が
、
酢
飯
に
よ

く
合
い
ま
す
し
、
人
気
の
お
好

み
焼
き
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
塩
漬

け
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
を
使
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
ハ
ウ
ス
メ
イ

ド
で
す
。

│
伝
統
的
な
パ
ス
ト
ラ
ミ
サ
ン

ド
も
あ
り
ま
す
が
。

│
佐
和
子
シ
ェ
フ

：

パ
ス
ト
ラ

ミ
は
和
牛
を
使
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ア
ロ
ン
が
キ
ッ
チ
ン

で
作
っ
て
い
ま
す
よ
。
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
入
り
の
食
パ
ン
も
、
私

が
焼
く
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
で
す
。

家
で
は
楽
健
寺
酵
母
の
パ
ン
を

焼
い
て
い
ま
す
。
そ
の
作
り
方

も
本
に
紹
介
し
ま
し
た
。 

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
に
い
た

だ
い
た
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
、
マ
ッ
ツ
ォ
ボ
ー

ル
・
チ
キ
ン
ス
ー
プ
の
ラ
ー
メ

ン
は
、
濃
厚
な
ス
ー
プ
に
あ
っ

さ
り
し
た
マ
ッ
ツ
ォ
ボ
ー
ル
と

麺
が
う
ま
く
絡
み
合
い
、
初
め

て
な
の
に
懐
か
し
い
味
が
し

た
。

　

本

の

タ

イ

ト

ル
﹁Love 

Japan

﹂
も
、
ア
ロ
ン
さ
ん
が

﹁
こ
れ
し
か
な
い
で
し
ょ
う
﹂

と
決
め
た
の
だ
そ
う
。
こ
れ
以

上
に
な
い
ほ
ど
、
素
敵
な
タ
イ

ト
ル
だ
。

　

日
本
と
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
の

２
つ
の
文
化
が
、
ア
メ
リ
カ
の

食
卓
で
交
わ
り
合
い
、
コ
ン
フ

ォ
ー
ト
・
フ
ー
ド
と
し
て
愛
し

愛
さ
れ
る
秘
訣
を
家
庭
で
も
。

　
　
　
　︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

 和食とジューイッシュの融合
大河内佐和子、アロン・イスラエル with GabriellaGershenson ・著

 Ten Speed Press・刊

■真夜中のウラノメトリア（神田澪、KADOKAWA）1
話ごとに独立・完結したストーリーの 140 字の超短編小
説集。最初から読んでも途中から読んでも最後の話から読
んでも構わない。共通主題は亡き父の形見を求めて旅する
少年のストーリーのため長編としても読める。嘘の星、魔
法の星、動物の星など 7 つの星を旅しさまざまな人々と
出会い成長する。■斬新 THE どんでん返し （芹沢央ほか、
双葉文庫）人気の「どんでん返し」シリーズ。5 人の作家
作品が一冊になったミステリーアンソロジー。アイドルグ
ループに所属する主人公の企み（芦沢央「踏み台」）、殺し
屋という裏の顔を持つ男の話（阿津川辰海「おれ以外のや
つが」）、時代ミステリー（伊吹亜門「遣唐使船は西へ」）ほか。
■誰も知らないジブリアニメの世界 （岡田斗司夫、SB新書）
宮崎駿最新作『君たちはどう生きるか』の公開が 7 月に迫
り、引退宣言を撤回してまで作られた新作はどんな内容な
のか。その前に、通称オタキング、評論家・岡田斗司夫が
宮崎駿のジブリ長編全 10 作を振り返り、豊富な資料と知
識からジブリアニメを大解剖する。■目的への抵抗-シリー
ズ哲学講話（國分功一郎、新潮新書）哲学者で東京大学大
学院総合文化研究科教授の著者が名著『暇と退屈の倫理学』
をより深化させ、東京大学で行った講話を収録した本。人
間の自由は目的を超えるはずなのに我々は目的に縛られて
いることがコロナ禍で露呈した。消費と贅沢、自由と目的、行政権力と民主
主義の相克などを哲学的に考察する。■パリの砂漠、東京の蜃気楼 （金原ひ
とみ、集英社文庫）1 歳と 4 歳の娘を連れ、無謀だと言われながら始めたフ
ランスでの母子生活。パリで 6 年暮らし、東京に帰国。夫との断絶の中で救
われた音楽とミュージックフェスティバル。心は乱れても幸せも感じ、生き
るために綴る。巻末の解説は平野啓一郎。■日本経済 失敗の本質 : 誤った貨
幣観が国を滅ぼす（三橋貴明、小学館）日本経済が停滞して 30 年以上が経過。
2 度の消費税増税は言語道断。不景気の時に増税など有り得ないと経済の教
科書にも載っている。誤った貨幣観を正さなくてはならないと小企業診断士
で評論家の著者が貨幣や国債の真実を明らかにする。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料：紀伊國屋書店 NY 本店

　

短
編
で
も
長
編
と
し
て
も
楽
し
め
る
。
ど
ん
で
ん
返
し
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
。
岡
田
斗

司
夫
の
ジ
ブ
リ
ア
ニ
メ
分
析
。
コ
ロ
ナ
禍
の
違
和
感
を
哲
学
で
考
察
す
る
。
パ
リ
と
東
京

で
暮
ら
し
た
金
原
ひ
と
み
の
初
エ
ッ
セ
イ
。
貨
幣
や
国
債
の
真
実
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

な
ん
で
パ
パ
の
腕
は
僕
よ
り

ず
っ
と
長
い
の
？
﹁
君
の
体
を

包
み
こ
ん
で
大
き
な
ハ
グ
を
す

る
た
め
だ
よ
﹂
、
な
ん
で
パ
パ

は
背
が
高
い
の
？
﹁
君
を
空
へ

高
く
持
ち
上
げ
る
た
め
だ
よ
﹂
、

パ
パ
は
な
ん
で
車
の
運
転
が
で

き
る
の
？
﹁
君
と
一
緒
に
冒
険

の
旅
に
出
る
た
め
だ
よ
﹂
こ
ぐ

ま
の
な
ん
で
？
の
連
発
に
パ
パ

く
ま
は
愛
情
を
持
っ
て
優
し
く

答
え
ま
す
。

　

幼
児
期
の
子
ど
も
は
あ
る
時

期
に
な
る
と
な
ん
で
？
ど
う
し

て
？
と
繰
り
返
し
質
問
を
す
る

よ
う
に
な
る
。
日
本
で
は
﹁
な

ぜ
な
ぜ
期
﹂
と
呼
ば
れ
る
２
〜

６
歳
の
好
奇
心
旺
盛
の
子
ど
も

か
ら
﹁
な
ん
で
？
︵W

hy?
︶
﹂

と
い
う
言
葉
を
１
日
に
何
十
回

も
聞
か
れ
て
い
る
親
た
ち
、
特

に
お
父
さ
ん
た
ち
に
贈
り
た
い

絵
本
。
鮮
や
か
な
色
使
い
の
挿

し
絵
が
可
愛
ら
し
く
、
背
景
に

こ
っ
そ
り
描
か
れ
た
ク
モ
や
ネ

コ
な
ど
を
見
つ
け
る
楽
し
み
も

あ
る
。
読
み
聞
か
せ
用
と
し
て
、

ま
た
寝
か
し
つ
け
用
と
し
て
も

最
適
。
２
０
２
２
年
５
月
に
出

版
さ
れ
た
、
父
の
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
も
喜
ば
れ
そ
う
な

一
冊
だ
。　
　
　
　
　

︵
高
田
︶

６
月
18
日
は
父
の
日

 『Why, Daddy? Why? 』
Written by Tamara Girardi   

Published by Familius

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
は

５
月
28
日
、
第
５
回
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
﹁
自
由
の
女
神
ア
ー
ト

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
表
彰
式

を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
日
系

人
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
し

た
。
延
期
と
な
っ
て
開
催
さ
れ

た
今
回
の
授
賞
式
は
、
対
面
式

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
世
界
を
つ
な
い
で
の
表
彰

式
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
９
年
度
に
学
園
創
立

30
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
第
１
回
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
、
今
回
で
第
５
回
目
を
迎

え
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学

園
が
主
催
す
る
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
日
本
語
で
学
び
、
ま
た

日
本
語
を
学
ぶ
全
世
界
の
幼
稚

園
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象

に
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、
絵
画
と
作
文
で
そ

の
思
い
を
表
現
し
て
も
ら
う
コ

ン
ク
ー
ル
で
あ
る
。 

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、﹁
い
き

る~

﹃
今(

い
ま)

﹄
や
っ
て

み
た
い
こ
と~

﹂。 

　

前
回
と
同
様
に
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
お
よ
び

公
益
法
人
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
語
検

定
委
員
会
、
平
山
郁
夫
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
美
術
館
の
後
援
を
受
け

て
の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
と
な
っ

た
。

　

２
０
２
２
年
６
月
１
日
を
皮

切
り
に
世
界
中
に
公
募
し
た
同

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
応
募
し
て
き

た
絵
画
と
作
文
の
中
に
は
国
内

は
も
と
よ
り
、
日
本
、
ド
イ
ツ
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ス
イ
ス
、

中
国
な
ど
、
様
々
な
国
か
ら
の

﹁
い
き
る~

﹃
今(

い
ま)

﹄
や

っ
て
み
た
い
こ
と~

﹂
が
、
絵

画
や
作
文
と
な
っ
て
届
い
た
。 

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
グ
ラ

ン
プ
リ
平
山
郁
夫
大
賞
︵
絵
画

１
点
︶
を
含
む
、
絵
画
受
賞
作

品
22
点
、
作
文
受
賞
作
品
12
点

が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
た
受
賞
者
全
員

に
は
賞
状
や
副
賞
な
ど
を
画
面

越
し
に
渡
さ
れ
、
遠
い
場
所
に

い
な
が
ら
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

い
る
か
の
よ
う
な
表
彰
式
と
な

っ
た
。
受
賞
作
品
は
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
で
９
日
ま
で
約
２
週
間
一

般
公
開
さ
れ
、
現
在
は
Ｎ
Ｙ
育

英
学
園
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
展

示
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
自
由
の
女
神

ア
ー
ト
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
式
開
催

NY 日系人会で２週間展示された作品

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
課

程
幼
児
部
は
８
日
、
３
年
ぶ
り

と
な
る
保
護
者
参
加
の
運
動
会

を
開
催
し
た
。

　

運
動
会
は
代
表
の
子
ど
も
た

ち
２
人
に
よ
る
﹁
選
手
宣
誓
﹂

で
ス
タ
ー
ト
。
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
競
技
に
挑
む
こ
と
を

笑
顔
で
宣
誓
し
た
。
そ
し
て
、

大
好
き
な
ダ
ン
ス
﹁
の
り
の
り

お
む
す
び
く
ん
﹂で
準
備
体
操
。

子
ど
も
た
ち
は
お
い
し
そ
う
な

お
む
す
び
の
お
面
を
つ
け
て
登

場
し
、
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た

ダ
ン
ス
で
会
場
を
わ
か
せ
た
。　

　

か
け
っ
こ
、
玉
入
れ
、
親
子

競
技
の
大
玉
転
が
し
と
ゲ
ー
ム

が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
体
育
館

は
エ
ー
ル
と
歓
声
で
盛
り
上
が

っ
た
。
大
玉
転
が
し
で
は
、
お

に
ぎ
り
の
絵
が
貼
ら
れ
た
、
子

ど
も
の
背
の
高
さ
ほ
ど
も
あ
る

大
き
な
ボ
ー
ル
を
、
親
子
で
仲

良
く
小
走
り
で
転
が
し
て
い
っ

た
。
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
転
が
す
家
族
や
、
短
時
間

で
作
戦
を
練
り
絶
妙
な
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
る
家
族
な

ど
、
３
年
ぶ
り
の
家
族
一
体
と

な
っ
た
競
技
は
、
見
る
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

３
年
ぶ
り
の

運
動
会
実
施

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
初

等
部
4
・
5
年
生
13
人
は
、
5

月
31
日
か
ら
6
月
2
日
ま
で
の

２
泊
３
日
、
Ｎ
Ｙ
州
の
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
宿
泊
学

習
を
行
っ
た
。
３
日
間
と
も
天

気
に
恵
ま
れ
、
新
緑
に
華
や
か

に
彩
ら
れ
た
森
の
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
野
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
し
た
。
今
年
の
宿
泊
学
習
の

目
標
は
﹁
協
力
！
安
全
！
絆
を

深
め
ら
れ
て
思
い
出
に
残
る
Ｆ

Ｖ
宿
泊
学
習
﹂。
事
前
準
備
か

ら
当
日
ま
で
、
5
年
生
が
昨
年

度
の
経
験
を
生
か
し
て
4
年
生

を
リ
ー
ド
し
、
子
ど
も
た
ち
自

ら
の
手
で
宿
泊
学
習
を
作
り
上

げ
て
い
っ
た
。

　

今
回
新
た
に
実
施
し
た
﹁
ポ

ニ
ー
ラ
イ
ド
︵
乗
馬
︶﹂
で
は
、

子
ど
も
た
ち
は
初
め
は
緊
張
が

見
ら
れ
た
も
の
の
、
徐
々
に
手

綱
さ
ば
き
に
慣
れ
て
い
っ
た
。

最
終
的
に
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
手
を
借
り
ず
に
コ
ー
ス
内

を
歩
く
ほ
ど
と
な
っ
た
。
動
物

に
触
れ
、
体
の
大
き
さ
や
体
温

を
感
じ
る
体
験
だ
っ
た
。

フロストバレー
宿泊学習を体験

NJ日本人学校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
２
年

生
14
人
が
１
日
、
生
活
科
移
動

教
室
と
し
て
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州

グ
リ
ニ
ッ
チ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

に
あ
る
グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ

ー
を
訪
れ
た
。

　

２
年
生
は
生
活
科
﹁
ど
き
ど

き　

わ
く
わ
く　

ま
ち
た
ん
け

ん
﹂
で
身
近
な
地
域
に
つ
い
て

の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

は
、
地
域
に
あ
る
お
店
の
訪
問

や
利
用
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
ど
う
し
て
多
く
の
人
が
集

ま
る
の
か
を
知
ろ
う
と
い
う
目

的
だ
っ
た
。

　

バ
ス
を
降
り
グ
リ
ニ
ッ
チ
ア

ベ
ニ
ュ
ー
に
入
る
と
、
ど
の
子

も
さ
ま
ざ
ま
な
お
店
が
あ
る
こ

と
に
驚
い
て
い
た
。
通
り
を
歩

き
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
箱
が
設

置
さ
れ
て
い
た
り
、
休
息
の
た

め
の
ベ
ン
チ
が
置
い
て
あ
っ
た

り
、
昔
か
ら
あ
る
建
造
物
に
は

そ
れ
を
守
る
た
め
の
マ
ー
ク
が

あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
り
と
熱

心
に
観
察
し
た
。

　

出
発
式
や
到
着
式
で
の
任
さ

れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
グ

ル
ー
プ
で
協
力
し
な
が
ら
行
動

す
る
こ
と
、
時
間
を
守
る
こ
と

な
ど
を
心
掛
け
て
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
、
充
実
し
た
学
び
と

な
っ
た
。

めざせ！グリアべはかせ！
たんけん！

Greenwich Ave
NY日本人学校の2年生

　
地
元
商
店
街
の
実
情
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
す
る
Ｎ

Ｙ
日
本
人
学
校
の
児
童
た
ち

NY 育英学園

https://japaneseschool.org
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
https://www.interschool-jp.com/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
秋
月
書
道
教
室

ホ
リ
デ
イ　

美
紀

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
３

林　

茜

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

中
尾　

有
璃

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
１

佐
藤　

由
菜

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
院
京
書
道
会
小
３

M
a
h
a
u
lt D

e
la

ttre

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
２

山
元　

真
夏

http://www.betteratmath.com
http://www.kodomony.org
https://www.kokinshodo.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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ぼ
く
は
四
人
家
族
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お

ね
え
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
で
す
。

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
い

つ
も
仕
事
を
熱
心
に
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
遊
ん
で
く

れ
る
時
は
、
バ
ス
ケ
や
サ
ッ

カ
ー
を
し
に
外
へ
行
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
に
、
あ
る
時
は
、

ぼ
く
と
み
ん
な
に
ス
テ
ー
キ

を
焼
い
て
く
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
空
手
の
相
手
も
し
て

く
れ
ま
す
。
で
も
、
必
ず
負

け
て
、
勝
機
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
す
ご
く
楽
し
く
て
、
い

つ
も
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
は
い
つ
も
家
事

を
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
優

し
い
で
す
。
宿
題
の
わ
か
ら

な
い
所
が
あ
れ
ば
、
瞬
時
に

助
け
て
く
れ
て
、
怒
っ
た
こ

と
が
ゼ
ロ
に
近
い
で
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
っ
て
く
れ

て
、
知
ら
な
い
漢
字
が
あ
っ

て
も
、
何
で
も
教
え
て
く
れ

る
、
も
の
す
ご
く
心
強
い
ヘ

ル
パ
ー
で
す
。

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
長
く
な

り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
色
々
書

く
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
仲
が
良
く
て
、

い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

て
面
白
い
で
す
。
お
ね
え
ち

ゃ
ん
も
宿
題
を
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
が
、
わ
か
ら
な
い
時

は
、
自
分
の
宿
題
を
し
な
き

ゃ
、
と
言
っ
て
ご
ま
か
し
ま

す
。
ぼ
く
は
、
そ
う
い
う
所

が
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
な

の
で
、
結
果
的
に
は
お
母
さ

ん
に
聞
き
ま
す
。
け
ん
か
を

す
る
時
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

す
が
、
す
ぐ
仲
直
り
す
る
の

で
い
い
と
お
母
さ
ん
が
い
つ

も
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
逆
に
、

ぼ
く
的
に
は
、
け
ん
か
を
し

な
い
の
は
お
か
し
い
と
思
い

ま
す
。
案
外
け
ん
か
を
し
た

方
が
、
仲
が
よ
り
深
ま
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
ゲ
ー

ム
を
す
る
時
も
必
ず
一
緒
に

や
り
ま
す
。
負
け
た
時
で
も

勝
っ
た
時
で
も
楽
し
く
感
じ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
ね
え
ち

ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
や
お
父
さ

ん
の
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
い

く
ら
で
も
良
い
所
が
書
け
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
ん
な
に

良
い
家
族
は
他
に
は
い
な
い

の
で
す
か
ら
。

　
　
　

︵
滞
米
３
年
９
か
月
︶

　

私
が
ア
メ
リ
カ
に
来
て
驚

い
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
人

は
パ
ー
カ
ー
や
ジ
ャ
ー
ジ
な

ど
ラ
フ
な
格
好
で
外
を
出
歩

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

私
は
日
本
に
住
ん
で
い
た
と

き
、
ア
メ
リ
カ
人
は
い
わ
ゆ

るN
ew

 Y
orker

の
よ
う
な

お
洒
落
な
服
を
着
て
い
て
、

可
愛
い
お
店
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
、
セ
ン
ス
の

良
い
服
を
着
て
い
る
人
も
い

る
が
、
私
が
見
か
け
る
ア
メ

リ
カ
人
の
過
半
数
は
私
の
想

像
と
違
っ
た
。

　

昨
年
の
春
、
フ
ロ
リ
ダ
に

あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。

日
本
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
で
は
学
生
が
制
服
を
着
た

り
、
一
張
羅
の
服
を
着
て
遊

ぶ
事
が
多
い
。
し
か
し
、
季

節
の
関
係
も
あ
る
が
、
ア
メ

リ
カ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル

ド
は
来
園
者
の
8
割
近
く
が

ジ
ャ
ー
ジ
や
T
シ
ャ
ツ
に
短

パ
ン
な
ど
、
日
本
の
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
慣
れ
て
い

る
私
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
を

訪
れ
る
人
は
夢
の
国
に
ふ
さ

わ
し
い
お
洒
落
な
服
装
と
は

言
え
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
あ
る
日
ハ
ド
ソ

ン
川
沿
い
を
歩
い
て
い
る

と
、
シ
ナ
モ
ン
の
リ
ュ
ッ
ク

サ

ッ

ク

を

背

負

い
、T

H
E

 
JA

PA
N

E
SE

 K
A

W
A

II

と

い
っ
た
雰
囲
気
の
洋
服
を
着

て
い
る
人
や
、
日
本
で
言
う

原
宿
系
の
カ
ラ
フ
ル
な
洋
服

を
着
て
い
る
人
、K

-PO
P

ア

イ
ド
ル
の
よ
う
な
服
を
着
て

い
る
人
な
ど
、
様
々
な
タ
イ

プ
の
人
と
す
れ
違
っ
た
。
日

本
だ
と
、
風
変
わ
り
な
服
を

着
て
い
る
と
白
い
目
で
見
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
誰
も
彼
ら
の

こ
と
を
軽
蔑
的
な
目
で
見
な

い
の
だ
。

　

私
は
小
学
生
の
頃
、
シ
ン

プ
ル
な
服
を
着
て
い
た
ら
、

い
つ
も
お
洒
落
な
ジ
ュ
ニ
ア

ブ
ラ
ン
ド
の
服
を
着
て
い
る

友
達
に
馬
鹿
に
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
私
は

周
り
の
流
行
り
に
乗
れ
る
よ

う
努
力
し
た
。
だ
が
、
中
学

生
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
来

る
と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
半

分
以
上
が
ラ
フ
な
格
好
で
あ

り
、
誰
も
他
人
の
服
装
に
文

句
を
つ
け
な
い
。
私
は
周
り

の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
E
S
L
の
先
生
や
店
員

さ
ん
に
﹁
そ
の
服
良
い
ね
﹂

と
褒
め
ら
れ
た
と
き
は
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
。
私
は
現
地

校
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
た

め
、
ア
メ
リ
カ
の
学
生
事
情

は
よ
く
知
ら
な
い
。
も
し
か

し
た
ら
、
学
校
で
流
行
り
に

乗
っ
て
い
な
い
と
日
本
と
同

じ
よ
う
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
少

な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
は
日
本

の
よ
う
に
皆
が
皆
同
じ
よ
う

な
服
を
着
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
好
き
な
服
を
着
て
楽

し
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
が

あ
る
。
ま
た
、
い
く
ら
派
手

な
格
好
を
し
て
い
て
も
白
眼

視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ア

メ
リ
カ
に
は
様
々
な
人
種
の

人
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
、

多
様
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
が
お

互
い
の
服
装
を
理
解
し
、
褒

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
思
っ
た
。
私
は
人
々
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
周
り
の
反
応

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
多
様
性

を
重
視
し
て
お
り
、
自
分
の

個
性
を
表
現
す
る
こ
と
に
抵

抗
が
な
い
が
、
日
本
は
流
行

り
に
乗
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

周
囲
の
人
に
ど
う
思
わ
れ
る

か
を
重
視
す
る
の
だ
と
思
っ

た
。
日
米
双
方
の
価
値
観
や

考
え
方
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

表
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
　
　

︵
滞
米
２
年
２
か
月
︶

 ﹁
ぼ
く
の
家
族
に
つ
い
て
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
晃
太
郎

　

太
平
洋
戦
争
は
、
日
本
に

と
っ
て
負
け
戦
で
し
た
。
ハ

ワ
イ
の
真
珠
湾
攻
撃
の
後
、

日
本
が
戦
い
に
勝
つ
チ
ャ
ン

ス
は
減
る
一
方
で
し
た
。
結

局
、
連
合
国
軍
の
軍
隊
や
武

器
の
数
に
は
と
て
も
か
な
わ

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

日
本
政
府
は
、
1
9
4
5

年
7
月
に
無
条
件
降
伏
を
求

め
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け

入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

政
府
の
中
で
は
、
も
う
こ
れ

以
上
戦
争
を
続
け
る
の
は
難

し
い
と
考
え
る
人
た
ち
も
い

ま
し
た
が
、
も
う
少
し
戦
い

続
け
て
な
ん
と
か
無
条
件
降

伏
で
は
な
い
方
法
で
戦
争
を

終
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
連
合
国

軍
側
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
原
爆
投
下
に
踏
み
切
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
で
は
、
日
本

に
対
し
て
原
爆
を
使
う
べ
き

か
ど
う
か
の
話
し
合
い
が
行

わ
れ
、
無
人
地
帯
で
原
爆
を

爆
発
さ
せ
て
、
そ
れ
を
見
せ

つ
け
る
事
に
よ
っ
て
日
本
を

降
伏
に
追
い
込
む
作
戦
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ま

で
の
、
日
本
の
カ
ミ
カ
ゼ
特

攻
攻
撃
や
硫
黄
島
、
沖
縄
で

の
戦
闘
ぶ
り
で
、
日
本
側
は

た
と
え
最
後
の
一
人
に
な
っ

て
も
戦
い
続
け
る
だ
ろ
う
と

い
う
意
見
で
一
致
し
、
原
爆

投
下
に
踏
み
切
っ
た
よ
う
で

し
た
。

　

1
9
4
5
年
8
月
6
日
午

前
8
時
15
分
、
世
界
で
初
め

て
の
原
爆
が
広
島
に
投
下
さ

れ
ま
し
た
。
広
島
に
投
下
さ

れ
た
原
爆
は
ウ
ラ
ン
を
用
い

た
も
の
で
、
小
型
で
あ
っ
た

た
め
に
﹁
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
﹂

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

爆
発
の
瞬
間
、
落
下
中
心
付

 ﹁
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

　
　

感
じ
取
る
日
米
の
違
い
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
咲
乃

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　

春
に
な
っ
た
ら
動
物
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
り
す

や
う
さ
ぎ
、
と
り
は
、
春
に

な
っ
た
ら
出
て
き
ま
す
。

　

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
も
春

に
な
っ
た
ら
出
ま
す
。
四
葉

の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
さ
が
す

の
が
と
て
も
む
ず
か
し
い
で

す
。

　

お
花
も
た
く
さ
ん
の
し
ゅ

る
い
が
出
て
き
ま
す
。
さ
く

ら
、
れ
ん
げ
草
、
た
ん
ぽ
ぽ
、

な
の
花
、
そ
し
て
す
み
れ
な

ど
が
あ
り
、
き
れ
い
で
す
。

春
は
と
て
も
気
も
ち
い
い
で

す
。

　
　
　

︵
滞
米
８
年
５
か
月
︶

近
で
は
約
3
0
0
0
℃
か
ら

4
0
0
0
℃
の
高
温
と
な
り
、

こ
の
付
近
に
い
た
人
々
は
一

瞬
の
う
ち
に
体
が
炭
の
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
確
か
な
数
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
原
爆

に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
7
万

人
が
亡
く
な
り
、
さ
ら
に
約

7
万
人
が
被
ば
く
の
為
に
亡

く
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
広
島
原
爆
投
下
3

日
後
の
8
月
9
日
午
前
11
時

2
分
に
、
今
度
は
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
原
爆
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

用
い
た
も
の
で
、
そ
の
見
か

け
か
ら
﹁
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
﹂

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
広
島
の
原
爆
よ
り
も
強

力
な
も
の
で
し
た
が
、
長
崎

市
が
山
で
囲
ま
れ
た
地
形
で

あ
っ
た
た
め
、
広
島
よ
り
も

被
害
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
の
原
爆
で
は
推
定
7
万

人
か
ら
8
万
人
が
亡
く
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
7
月
に
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
諾
し
て
い
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
当

時
の
日
本
は
天
皇
陛
下
が
神

様
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

て
、
戦
争
に
無
条
件
降
伏
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の

神
様
が
裁
か
れ
る
よ
う
な
事

に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
現
地
校
で

原
爆
に
つ
い
て
学
ぶ
と
、
戦

争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
は

正
し
い
判
断
だ
っ
た
と
い
う

考
え
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ

は
間
違
い
で
は
な
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
言
っ

て
そ
れ
が
本
当
に
良
か
っ
た

事
だ
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
先

月
広
島
で
行
わ
れ
た
G
７
で

は
、
各
国
の
首
脳
が
そ
ろ
っ

て
原
爆
資
料
館
を
訪
問
し
ま

し
た
。
オ
バ
マ
前
大
統
領
が

2
0
1
6
年
に
訪
問
し
た
時

に
は
10
分
程
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
今
回
は
40
分
程
の
時
間

が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
各
国

の
首
脳
た
ち
は
、
ど
ん
な
事

を
思
っ
て
見
学
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。
現
在
、
世
界
に
は

核
兵
器
が
約
1
万
2
5
0
0

発
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
核
兵
器
が
二
度
と
使
わ

れ
る
事
の
な
い
よ
う
に
、
世

界
の
平
和
に
向
け
て
各
国
が

歩
み
寄
る
事
を
願
い
ま
す
。

　

夏
に
日
本
に
行
く
と
、
8

月
6
日
に
広
島
の
平
和
記
念

式
典
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
す
が
、

今
年
は
今
月
末
に
広
島
に
行

く
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

自
分
の
目
で
原
爆
ド
ー
ム
や

資
料
館
を
見
て
こ
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶
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プ
リ
ン
ス
ト
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日
本
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学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ペ
ラ
　
絵
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 ﹁
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﹂

　
　
　
ピ
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バ
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昨
年
、
Ｎ
Ｙ
近
代
美
術
館
︵
Ｍ

ｏ
Ｍ
Ａ
︶
で
上
映
さ
れ
た
、
牛

原
虚
彦
監
督
の
青
春
映
画
﹃
若

者
よ
な
ぜ
泣
く
か
﹄︵
１
９
３
０

年
︶
や
、
菊
池
寛
の
小
説
を
映

画
化
し
た
清
水
宏
監
督
﹃
不

壊
の
白
珠
﹄
︵
29
年
︶
な
ど
の

無
声
映
画
の
伴
奏
を
し
た
松
村

牧
亜
さ
ん
。
同
年
８
月
に
は
特

別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
夕
方
か

ら
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
の
中
庭
に
巨
大

ス
ク
リ
ー
ン
と
ピ
ア
ノ
を
置

き
、
１
９
２
２
年
製
作
の
米
無

声
映
画
﹃
愚
な
る
妻
︵Foolish 

W
ives

︶﹄
を
伴
奏
。
都
会
の
ビ

ル
群
に
囲
ま
れ
た
真
夏
の
夜
空
の

下
、
満
員
と
な
っ
た
会
場
で
観
客

た
ち
は
１
０
０
年
前
の
大
作
映
画

と
松
村
さ
ん
の
即
興
演
奏
に
酔
い

し
れ
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
最
初
か

ら
映
画
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
、
す
ん
な
り
と
耳
に
馴
染
む

松
村
さ
ん
の
演
奏
に
、
本
物
志
向

が
集
う
Ｎ
Ｙ
の
会
場
で
大
き
な
拍

手
と
ブ
ラ
ボ
ー
の
声
が
飛
び
交
っ

た
。

Ｎ
Ｙ
で
小
津
安
二
郎
の
映
画
伴
奏
を
披
露

　

松
村
さ
ん
は
東
京
出
身
、
６

歳
か
ら
作
曲
と
ピ
ア
ノ
を
学

ぶ
。
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

作
曲
科
を
卒
業
後
、
ジ
ュ
リ
ア

ー
ド
音
楽
院
に
て
作
曲
修
士

号
を
取
得
。
作
曲
活
動
、
映

画
・
テ
レ
ビ
へ
の
音
楽
提
供
の

ほ
か
、
２
０
０
３
年
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
小
津
安
二
郎
生
誕

１
０
０
周
年
企
画
に
伴
奏
者
と

し
て
招
聘
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
ピ
ア
ノ
即
興
演
奏
に
よ

る
無
声
映
画
伴
奏
と
い
う
演
奏

形
態
に
出
会
い
、
そ
の
魅
力
の

虜
に
な
っ
た
。
現
在
は
Ｍ
ｏ
Ｍ

Ａ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
映
像
博

物
館
、
米
国
議
会
図
書
館
等
で

初
の
日
本
人
無
声
映
画
伴
奏
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
日
本

国
内
で
活
動
す
る
無
声
映
画
伴

奏
者
は
10
人
ほ
ど
、
Ｎ
Ｙ
近
郊

の
日
本
人
で
は
松
村
さ
ん
が
唯

一
の
存
在
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
現
在
フ
ィ
ル
ム
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
中
の
小
津

安
二
郎
生
誕
１
２
０
周
年
記

念
﹁
Ｏ
Ｚ
Ｕ
１
２
０
﹂
で
、
19

日
︵
月
︶
夜
に
上
映
さ
れ
る

１
９
３
２
年
製
作
映
画
﹃
生
ま

れ
て
は
み
た
け
れ
ど
﹄
に
日
本

か
ら
来
米
す
る
活
動
弁
士
と
と

も
に
出
演
す
る
。

　

﹁
私
が
無
声
映
画
伴
奏
の
世

界
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
ち

ょ
う
ど
20
年
前
、
東
京
・
国
立

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
︵
現
国
立

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
︶
で
の

小
津
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
そ
の
時
に

も
担
当
し
た
﹃
生
ま
れ
て
は
み

た
け
れ
ど
﹄
を
20
年
後
の
Ｎ
Ｙ

で
ま
た
伴
奏
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
と
て
も
感
慨
深
い
で
す
。

私
の
無
声
映
画
伴
奏
者
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
は
正
に
小
津
作
品

あ
っ
て
こ
そ
だ
な
ぁ
と
、
し
み

じ
み
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
﹂

と
話
す
。
無
声
映
画
の
即
興
伴

奏
と
今
で
は
珍
し
い
活
動
弁
士

の
共
演
が
見
ら
れ
る
ま
た
と
な

い
機
会
で
あ
る
。

　
　

︵
高
田
由
起
子
、
写
真
も
︶

　

﹃
記
・
紀
﹄
に
よ
る
と
ア
マ

テ
ラ
ス
︵
天
照
大
神
︶
が
岩
戸

に
姿
を
隠
し
た
理
由
は
、
弟
の

ス
サ
ノ
オ
︵
素
戔
嗚
命
︶
の
と

ん
で
も
な
い
乱
暴
的
な
行
為
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

嘆
い
た
ア
マ
テ
ラ
ス
は
洞
窟
に

引
き
こ
も
り
、
入
り
口
を
大
き

な
岩
で
ふ
さ
い
で
出
て
こ
よ
う

と
し
な
い
の
で
世
の
中
は
暗
闇

に
包
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
い

が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
八
百
万
の
神
々
が
天
の
安

河
原
に
集
ま
っ
て
会
議
を
し
た

の
だ
。
一
方
で
、
備
中
神
楽

で
も
演
じ
ら
れ
よ
く
知
ら
れ

た
﹁
天
の
岩
戸
隠
れ
﹂
に
つ
い

て
は
、
邪
馬
台
国
︵
や
ま
と
こ

く
︶
の
女
王
・
ヒ
ミ
コ
︵
卑
弥

呼
︶
が
そ
の
後
継
者
で
あ
る
イ

ヨ
︵
壱
与
︶
に
代
替
わ
り
し
た

こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
い

う
。
つ
ま
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が

隠
れ
る
と
は
ヒ
ミ
コ
の
死
を
暗

示
し
、
多
く
の
神
々
が
集
ま
っ

て
知
恵
を
だ
し
た
結
果
、
再
び

日
の
神
が
出
現
す
る
シ
ー
ン
は

新
し
い
女
王
の
擁
立
を
意
味
す

る
の
だ
。
ま
た
﹁
岩
戸
隠
れ
﹂

に
は
も
う
一
つ
の
解
釈
、﹁
太

陽
が
月
に
隠
さ
れ
る
皆
既
日
食

が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
の
で

は
﹂
と
い
う
説
が
あ
る
。
さ
ら

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
、

天
文
現
象
を
再
現
す
る
研
究
に

よ
っ
て
興
味
深
い
事
実
が
示
さ

れ
た
。
そ
れ

は
、

西

暦

２
４
７
年
と

翌
２
４
８
年

に
日
食
が
起

こ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の

年
は
ヒ
ミ
コ
の
亡
く
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
年
で
、
イ
ヨ
が
女

王
に
な
っ
た
年
で
も
あ
る
。
そ

の
﹁
天
の
岩
戸
﹂
の
所
在
地
だ

が
、
邪
馬
台
国
の
北
九
州
説
と

近
畿
説
が
あ
る
よ
う
に
、
九
州

を
は
じ
め
に
京
都
な
ど
全
国
に

い
く
つ
も
の
候
補
地
が
存
在
し

て
お
り
決
定
的
な
場
所
は
断
言

で
き
な
い
。

　

神
話
に
も
ど
る
が
、
オ
モ
イ

カ
ネ
︵
思
兼
神
︶
は
、
常
世
の

長
鳴
鳥
︵
に
わ
と
り
︶
を
た
く

さ
ん
集
め
て
鳴
か
せ
、
後
に
３

種
の
神
器
に
な
る
八
咫
鏡
︵
や

た
の
か
が
み
︶
を
イ
シ
コ
リ
ド

メ
︵
石
凝
姥
命
︶
に
﹁
天
の
安

河
の
川
上
に
あ
る
岩
と
鉱
山
の

鉄
で
鏡
を
作
り
な
さ
い
﹂
と
命

じ
、
八
尺
瓊
勾
玉
︵
や
さ
か
に

の
ま
が
た
ま
︶を
フ
ト
タ
マ︵
太

玉
命
︶
に
つ
く
ら
せ
て
、
こ
れ

を
大
榊
の
枝
に
飾
り
立
て
ゆ
ら

ゆ
ら
と
揺
っ
て
妙
な
る
音
を
奏

で
た
。
す
っ
か
り
準
備
が
と
と

の
う
と
、
天
性
の
美
声
の
持
ち

主
で
あ
る
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
︵
天

児
屋
根
命
︶
が
、
祝
詞
を
面
白

お
か
し
く
声
高
ら
か
に
奏
し
だ

す
。
ち
な
み
に
、
イ
シ
コ
リ
ド

メ
は
鏡
作
氏
、
フ
ト
タ
マ
は
朝

廷
の
祭
り
を
行
う
忌
部
氏
、
そ

し
て
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
は
中
臣

︵
藤
原
︶
氏
の
祖
先
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
天
皇
家
と
つ
な
が
り
が

深
い
﹁
天
神
族
﹂
で
あ
っ
た
こ

と
を
記
録
す
る
意
味
も
あ
り
神

話
に
登
場
し
た
と
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ

ォ
ー
か
ら
、
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
が

使
っ
た
玉
鏡
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

デ
ザ
イ
ン
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
玉
串

︵T
A

M
A

G
U

SH
I

︶
が
で
た
。

　

津

延

美

衣
︵
つ
の
べ

み
え
︶
＝
Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会

鑑
定
士
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文

化
等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー
ペンダント玉串

（TAMAGUSHI）
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大
阪
の
北
西
部
、
阪
急
宝
塚

線
﹁
池
田
駅
﹂
周
辺
は
、
瀟
洒

な
邸
宅
が
並
ぶ
閑
静
な
住
宅
街

と
し
て
名
高
い
。
近
頃
は
高
級

な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
、

お
屋
敷
町
の
雰
囲
気
は
壊
れ
て

い
な
い
。
少
し
勾
配
の
あ
る
道

を
行
く
と
、
稜
線
も
緩
や
か
な

五
月
山
が
見
え
て
く
る
。
春
は

目
に
も
新
し
い
緑
が
つ
や
や
か

に
、
そ
し
て
秋
は
色
と
り
ど
り

の
紅
葉
が
山
を
装
う
。

　

そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
際
立

つ
趣
を
携
え
て
い
る
の
が
、
小

林
一
三
邸
﹁
雅
俗
山
荘
﹂
で
あ

る
。
今
は
佇
ま
い
を
そ
の
ま
ま

に
﹁
小
林
一
三
記
念
館
﹂
と
し

て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

阪
急
電
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
阪

急
東
宝
グ
ル
ー
プ
︵
現
・
阪
急

阪
神
東
宝
グ
ル
ー
プ
︶
の
創
業

者
で
あ
る
小
林
は
、
誰
も
が
認

め
る
八
面
六
臂
の
多
才
な
人
物

だ
。
実
業
界
、
政
界
に
業
績
を

残
し
た
だ
け
で
な
く
、
文
化
人

と
し
て
も
一
目
置
か
れ
た
。
俳

人
、
茶
人
、
新
聞
の
連
載
小
説
、

そ
し
て
自
ら
が
創
設
し
た
宝
塚

少
女
歌
劇
団
で
上
演
す
る
脚
本

も
手
掛
け
た
作
家
で
も
あ
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

　

茶
人
の
常
と
し
て
、
収
集
し

た
美
術
品
は
一
流
品
ば
か
り

だ
。
秋
田
の
久
保
田
藩
主
佐
竹

家
に
伝
わ
る
三
十
六
歌
仙
を
描

い
た
鎌
倉
時
代
の
絵
巻
物
の
一

枚
、
藤
原
高
光
の
紙
本
著
色

三
十
六
歌
仙
切
、
小
野
道
風
直

筆
の
軸
、
与
謝
蕪
村
に
よ
る
紙

本
淡
彩
奥
の
細
道
図
な
ど
、
多

く
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
。

　

小
磯
良
平
画
伯
に
よ
る
小
林

の
肖
像
画
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
だ
が
小
林
の
趣
味
の
本
質

は
、
鄙
び
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

小
林
一
三
記
念
館
の
重
厚
な

趣
の
﹁
長
屋
門
﹂
は
、
﹁
雅
俗

山
荘
﹂
の
門
札
を
掲
げ
、
門
柱
・

門
扉
・
潜
戸
の
飾
り
金
物
︵
乳

金
具
、
花
菱
の
釘
隠
し
、
八
双

金
具
等
︶
が
、
そ
の
ま
ま
に
残

さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
大
阪
府

能
勢
町
に
あ
っ
た
庄
屋
の
も
の

で
、
わ
ざ
わ
ざ
移
築
し
た
の
だ

と
い
う
。

　

明
治
６
年
︵
１
８
７
３
年
︶

山
梨
県
巨
摩
郡
河
原
部
村
︵
現

在
の
韮
崎
市
︶
の
裕
福
な
商
家

に
生
ま
れ
た
小
林
は
、
青
雲
の

志
を
高
く
し
、
15
歳
の
若
さ
で

福
沢
諭
吉
の
開
く
慶
應
義
塾
に

入
塾
し
て
か
ら
は
、
故
郷
で
暮

ら
す
こ
と
は
な
い
。
幼
い
こ
ろ

に
母
を
亡
く
し
、
父
と
も
生
き

別
れ
た
。
ど
こ
か
さ
み
し
い
子

供
時
代
を
過
ご
し
た
小
林
は
、

故
郷
を
慕
い
こ
こ
池
田
の
五
月

山
の
近
く
に
居
を
構
え
、
育
っ

た
商
家
を
思
い
お
こ
せ
る
門
を

屋
敷
に
運
ば
せ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

記
念
館
に
飾
ら
れ
る
写
真
で

見
る
限
り
、
長
屋
門
と
生
家
が

似
て
い
る
と
も
、
似
て
な
い
と

も
言
え
な
い
が
、
小
林
の
趣
味

や
収
集
し
た
美
術
品
に
見
ら
れ

る
、
華
美
に
は
し
ら
な
い
鄙
び

た
嗜
好
の
拠
り
所
は
、
や
は
り

子
供
時
代
を
過
ご
し
た
故
郷
の

景
色
に
あ
る
と
想
像
す
る
の

は
、
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

　

こ
じ
ん
ま
り
と
し
な
が
ら
も

よ
く
手
入
れ
の
さ
れ
た
庭
に
歩

み
を
進
め
て
い
く
と
、
昭
和
19

年
京
都
の
寺
院
よ
り
移
築
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
二
畳
の
茶
室

﹁
費
隠
︵
ひ
い
ん
︶﹂
が
目
に
入

る
。記
念
館
の
説
明
に
よ
る
と
、

壁
の
腰
張
り
に
は
、
郷
民
の
連

判
状
と
思
わ
れ
る
古
文
書
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
花
頭
窓
、
床

窓
、
風
炉
先
窓
な
ど
窓
が
多
く

設
え
ら
れ
て
い
る
。
命
名
、
扁

額
は
、
小
林
が
商
工
大
臣
を
務

め
た
時
の
内
閣
総
理
大
臣
、
近

衛
文
麿
筆
で
あ
る
。
近
衛
文
麿

も
こ
の
茶
室
を
気
に
入
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
か
。

　

小
林
は
東
京
電
燈
会
社
社
長

を
辞
し
た
の
ち
、
昭
和
15
年

︵
１
９
４
０
年
︶
第
二
次
近
衛

内
閣
で
商
工
大
臣
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
近
衛
内
閣
が
計
画

す
る
電
力
国
家
管
理
と
資
本
・

経
営
の
分
離
の
た
め
の
商
法
改

正
を
め
ぐ
っ
て
、
次
官
岸
信
介

と
激
し
く
対
立
。
泥
沼
の
争
い

は
双
方
が
辞
職
す
る
事
態
に
ま

で
発
展
す
る
。

　

小
林
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
や
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
へ
の
支
持
を
公
に
表

明
し
、
第
二
次
近
衛
内
閣
で
商

工
大
臣
に
就
い
て
い
た
こ
と
が

理
由
で
、
戦
後
は
公
職
を
追
わ

れ
る
。
そ
の
後
特
定
の
人
種
に

対
す
る
排
他
主
義
的
な
発
言
も

み
ら
れ
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
自
身
の
強
い
信
条
を
顕
わ
に

し
た
。

　

小
林
の
言
葉
に
﹁
出
世
の
道

は
信
用
を
得
る
こ
と
で
あ
る
﹂

が
あ
る
。
彼
は
誰
か
ら
の
信
用

を
得
よ
う
と
し
、
得
た
の
か
。

政
界
財
界
の
中
枢
に
生
涯
を
賭

し
た
彼
の
中
に
も
、
日
本
の
歴

史
を
検
証
す
る
手
が
か
り
の
一

つ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

昭
和
12
︵
１
９
３
７
︶
年
に

完
成
し
た
邸
宅
﹁
雅
俗
山
荘
﹂

と
、
椅
子
席
の
茶
室
﹁
即
庵

︵
そ
く
あ
ん
︶﹂
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
洋
館

で
、
屋
根
を
日
本
風
の
い
ぶ
し

銀
の
瓦
葺
き
、
居
住
性
と
合
理

性
が
融
合
す
る
和
洋
を
巧
み
に

折
衷
し
た
ス
タ
イ
ル
だ
。
邸
宅

１
階
を
改
装
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、
一
流
シ
ェ
フ
に
よ
る
華

や
か
な
フ
レ
ン
チ
料
理
と
世
界

中
の
銘
酒
が
、
一
流
の
サ
ー
ビ

ス
で
振
舞
わ
れ
る
と
あ
っ
て
、

い
つ
も
予
約
で
満
席
だ
。
２
階

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
小
林
の

生
涯
の
足
跡
が
紹
介
さ
れ
、﹁
白

梅
館
﹂
で
は
、
阪
急
電
車
・
宝

塚
歌
劇
・
阪
急
百
貨
店
・
東
宝

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
事
業
の
、
創

設
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴

史
を
、
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

近
隣
に
は
、
茶
道
具
な
ど
美

術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
め

た
﹁
逸
翁
美
術
館
﹂、
演
劇
に

関
す
る
図
書
や
雑
誌
、
宝
塚
歌

劇
の
上
演
資
料
、
歌
舞
伎
資
料

を
集
め
た
﹁
池
田
文
庫
﹂
が
新

設
さ
れ
て
い
る
。
人
生
を
自
ら

の
才
能
で
色
鮮
や
か
に
切
り
開

い
て
い
っ
た
小
林
の
残
し
た
文

化
の
種
は
、
晩
年
ま
で
過
ご
し

た
こ
の
池
田
で
も
、
清
く
、
正

し
く
、
美
し
く
、
花
開
く
。

　
　
　
　（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）
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事
業
と
共
に
文
化
を
大
衆
へ　

大
阪
府
池
田
市　

小
林
一
三
記
念
館

　

前
回
に
引
き
続
き
、
滋
賀
県

の
自
治
会
が
運
営
す
る
小
さ
な

資
料
館
を
紹
介
し
ま
す
。

　

長
浜
市
高
月
町
宇
根
地
区
に

あ
る
冷
水
寺
胎
内
仏
資
料
館

は
、
年
中
無
休
で
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
自
称
﹁
世
界

で
一
番
小
さ
い
﹂
資
料
館
で
す
。

　

冷
水
寺
観
音
堂
は
、
神
亀
年

間
︵
７
２
４
〜
７
２
９
︶
に
行

基
が
当
地
を
訪
れ
て
観
音
堂
を

刻
ん
で
堂
舎
を
建
て
、
貞
観
年

間
︵
８
５
９
〜
８
７
７
︶
に
円

珍
が
再
興
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
天
正
11
︵
１
５
８
３
︶
年

の
賤
ケ
岳
の
合
戦
の
際
、
柴

田
勝
家
軍
に
よ
っ
て
村
は
焼

き
討
ち
に
あ
い
、
古
文
書
に
行

基
作
と
あ
る
本
尊
・
聖
観
音
簿

雑
坐
像
は
焼
損
し
、
元
禄
年

間
︵
１
６
８
８
〜
１
７
０
４
︶

に
京
都
の
仏
師
に
鞘
仏
︵
さ

や
ぼ
と
け
︶
を
刻
ん
で
も
ら

い
、
旧
本
尊
を
胎
内
に
納
め
ま

し
た
。
鞘
仏
と
は
、
元
の
仏
像

が
古
く
な
っ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
自
然
災
害

や
火
災
な
ど
で
悲
し
い
姿
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
時
に
、
胎
内
に

元
の
御
像
を
納
め
、
新
し
い
綺

麗
な
お
姿
で
人
々
に
お
参
り
い

た
だ
く
お
像
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
こ
の
胎
内
仏
の
存
在
が
改

め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
実
に

３
０
０
年
近
く
を
経
た
平
成

8
︵
１
９
９
６
︶
年
の
こ
と
で
、

観
音
堂
の
屋
根
の
修
復
の
た
め

に
観
音
像
を
高
月
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
へ
預
け
る
こ
と
に
な

り
、
地
域
住
民
が
固
唾
を
飲
ん

で
見
守
る
中
、
今
ま
で
誰
も
見

た
こ
と
に
な
い
伝
承
の
御
本

尊
・
胎
内
仏
が
鞘
仏
の
中
か
ら

姿
を
現
し
た
の
で
す
。

　

地
域
住
民
は
、
信
仰
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
守
る
心
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
滋
賀
県

の
﹁
創
意
と
工
夫
の
郷
づ
く
り

事
業
﹂
の
助
成
を
受
け
て
、
平

成
10
︵
１
９
８
８
︶
年
に
資
料

館
を
開
館
し
ま
し
た
。 

翌
年

に
は
、
地
域
の
社
会
資
本
を
発

掘
、
紹
介
す
る
地
域
づ
く
り
に

贈
ら
れ
る
建
設
省
の
﹁
手
づ
く

り
郷
土
賞
﹂
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
３
２
０
万
円

で
、
企
画
・
設
計
・
基
礎
・
大

工
・
左
官
・
板
金
・
電
気
な
ど

す
べ
て
が
自
治
会
の
手
で
行
わ

れ
、
開
館
後
の
維
持
運
営
も
区

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
宇
根
住
民
で
建
設

業
を
営
ん
で
い
た
下
村
正
勝
さ

ん
が
資
料
館
の
設
計
か
ら
建
築

の
際
の
棟
梁
を
担
い
、
開
館
後

は
館
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
地
域
住
民
の
手
づ
く
り

だ
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

入
り
口
に
は
﹁
お
入
り
く
だ

さ
い　

年
中
無
休　

昼
夜
無
休

で
す
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

館
内
は
通
常
は
無
人
の
た
め
、

無
施
錠
の
扉
を
開
け
る
と
、
セ

ン
サ
ー
が
感
知
し
て
館
内
に
照

明
が
つ
き
、
同
時
に
解
説
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
15
平

方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
狭
い
空
間

に
、
冷
水
寺
の
本
尊
・
十
一
面

観
音
座
像
と
そ
の
胎
内
に
あ
っ

た
旧
本
尊
の
原
寸
大
写
真
パ
ネ

ル
を
用
い
た
紹
介
を
メ
イ
ン

に
、
宇
根
地
区
の
歴
史
年
表
、

戦
国
時
代
の
焼
き
討
ち
の
様
子

を
復
元
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
春

日
神
社
の
神
像
︵
県
指
定
文
化

財
︶
の
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
に
開
催

さ
れ
る
長
浜
市
高
月
・
木
之
本

地
域
各
集
落
で
守
ら
れ
て
い
る

観
音
様
を
一
斉
に
拝
観
す
る
こ

と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
﹁
観
音

の
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
﹂
で
も
、

冷
水
寺
胎
内
仏
資
料
館
は
、
詳

し
い
解
説
が
行
わ
れ
、
参
拝
客

で
に
ぎ
わ
う
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

う
し
た
破
損
仏
を
後
世
に
残
し

伝
え
て
い
く
の
は
、
そ
の
時
代

に
関
わ
っ
た
人
た
ち
の
努
め
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

冷水寺

胎内仏資料館

 第 457 回

与
謝
蕪
村
に
よ
る
紙
本
淡

彩
奥
の
細
道
図

近
衛
文
麿
命
名
、
扁
額
の
茶
室
﹁
費
隠
︵
ひ
い
ん
︶﹂

雅
俗
山
荘
ホ
ー
ル

長
屋
門

雅
俗
山
荘

http://www.idocenter.com
http://kkobo.com/
http://www.at-newyork.com/


　

ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ

は
、
６
月
25
日
︵
日
︶、
米
国
東

部
時
間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

﹁
Ｆ
Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開

催
す
る
。

　

当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、﹁
１
日
30
分
の

ス
キ
マ
時
間
で
年
利
30
％
以
上
を

生
涯
稼
げ
る
手
法
・
考
え
方
の
紹

介
﹂﹁
稼
ぐ
の
に
予
想
・
分
析
は
必

要
な
し
﹂﹁
面
倒
く
さ
い
銘
柄
選
び

や
業
績
分
析
は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ

で
勝
つ
た
め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ

タ
ー
ン
﹄
の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝

率
が
高
く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
３
ス
テ

ッ
プ
日
足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ

ォ
ロ
ー
﹄
と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用

い
た
﹃
習
慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂

﹁
学
ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に

す
る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現
実

化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・
数

値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変
え
、

稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂﹁
誰
も

が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く
日
本
語

で
解
説
す
る
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

４
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
昨
年
度

は
年
利
28
％
、
昨
年
度
は
年
利
30

％
の
実
績
を
平
均
し
て
達
成
し
て

い
る
。

　

参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
４
本
進

呈
す
る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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EVENT　 
■ジャパンフェス＠ East Village ＝ 6/17　10:00
〜 18:00  East Village （Bleecker St, LaGuardia - 
Mercer st.）今回はイーストビレッジで開催。ノ
ンアルコールアサヒビール、生チョコレート、桜
の綿菓子など新メニューも登場。ここでしか手に
入らない限定アイテムもある日本食の祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■第 41 回マーメイドパレード＝ 6/17　13:00　

（Parade start at West 20st St. & Surf Ave. to 
Boadwalk）1983 年以来、コニーアイランドの
ビーチサイドで毎年開催されている夏を告げる
パレード。参加者が人魚や古代神話を題材にした
個性豊かな海の生物の仮装をして練り歩く。
詳細は https://www.coneyisland.com
■ NYC プライドマーチ＝ 6/25　12:00　今年で
53 回目となる LGBTQ のパレード（旧ゲイパレー
ド）。五番街 25 丁目をスタートし 8 丁目まで南下、
その後西に向かい 7 番街を北上、NY 市エイズ記
念館を通過してチェルシー 16 丁目まで行進する。
詳細は https://www.japanfes.com/

MUSIC
■ ジ ャ ズ ピ ア ニ ス ト・ シ ョ ー ケ ー ス「 ラ ブ
レ タ ー・ フ ロ ム・ ジ ャ パ ン 」 ＝ 6/28 ま で　
KLAVIERHAUS（790  11th Ave, 54th St）毎週水
曜夜に開催、4 人の日本人ピアニストにスポット
を当てたショーケース。出演は 21 日が百々徹（ゲ
スト：アリシア・オラテゥージャ）、28 日が山中
迪貴。開演時間は午後 6 時と 7 時 30 分の２回。
入場料は前売り $25、当日 $30
詳細は https://www.nycjazzpianofestival.com
■坂本龍一バーチャルリアリティコンサート

「KAGAMI（鏡）」＝ 7/2 まで　The Shed（545 W 
30th St.）今年 3 月に亡くなった坂本龍一さんの
複合現実（VR）コンサート。観客は VR ヘッドセッ
トを装着し（14 歳以下は不可）、坂本がピアノで
演奏する様子や、音楽に合わせた立体的アートを
会場を歩きながら鑑賞できる。演奏曲は坂本の代
表作品「エナジーフロー」や「メリー・クリスマス・
ミスター・ロレンス」など 10 曲。入場料は一般
$38 〜、学生・シニア $33 〜。
詳細は https://theshed.org

THEATRE/DANCE
■トライベッカ・フィルム・フェスティバル＝
6/18 まで　市内各劇場　「911 からの復興」を目
的に 2002 年、俳優のロバート・デニーロらによっ

て開始し、現在では北米東海岸を代表するインディペ
ンデント映画祭。新人監督やインディペンデント監督
の作品を積極的に選出し、期間中は監督や俳優による
トークイベントなども開催される。チケットは$13 〜。
詳細は https://tribecafi lm.com/festival
■ 民 舞 座 結 成 30 周 年 記 念 特 別 公 演 ＝ 6/17・18　
Abrons Arts Center Playhouse Theatre（466 Grand 
St.）1992 年に創立、日本の伝統的な民族舞踊を NY
で紹介する民舞座が 2 日間にわたり 30 周年記念公演
を行う。さまざまな民族舞踊のほか、特別ゲストを迎
えて和太鼓や津軽三味線などを演奏する。入場料：前
売り $25、当日 $30、シニア $20、学生 $15　
詳細は https://japanesefolkdance.org/

, ART
　

■第 6 回 SJAC 年次展＝ 6/17 まで　Gallery Max NY
（552 Broadway, Suite 401）NY を拠点とする日米アー
ティストのコミュニティ「SJAC」の年次展。今年は
NY 在住作家 28 人、日本から 4 人が参加。日本人作
家は板東綾子、レオナート古川文香、花房万紀子、平
之内美穂、廣瀬公美ほか。入場無料。日・月曜休廊。
詳細は https://sjacny.org/
■岡田真由子の個展「KIMONO REBORN」＝ 6/20 ま
で　Kate Oh Gallery（31 E 72nd St,）　着物の生地を
使って芸術作品を作るアーティスト、岡田真由子の作
品展。日本の伝統的な工芸技法で、綿を着物の生地に
包み込みながら立体的な模様を表現する「押し絵」の
技術を駆使したインスタレーション作品 15 点を展示
する。入場無料。月曜休廊。
詳細は https://www.kateohgallery.com/

片岡一郎氏

　

小
津
安
二
郎
︵
１
９
０
３
〜

１
９
６
３
︶
監
督
生
誕
１
２
０

周
年
を
記
念
し
た
映
画
上
映
会

﹁
Ｏ
Ｚ
Ｕ
１
２
０
﹂が
29
日︵
木
︶

ま
で
、
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

︵
ウ
エ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ト
ン
通
り

２
０
９
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。︵
国
際
交
流
基
金
と
フ

ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催
︶　

貴
重
な
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
15
本

を
含
め
た
現
存
す
る
す
べ
て
の

作
品
30
本
以
上
を
紹
介
す
る
特

集
で
、
大
多
数
の
作
品
を
35
ミ

リ
で
上
映
し
て
い
る
。

　

19
日
︵
月
︶
と
20
日
︵
火
︶
は
、

日
本
か
ら
活
動
弁
士
の
片
岡
一

郎
氏
を
招
い
た
上
映
会
も
決
定

し
た
。
片
岡
さ
ん
は
１
９
７
７

年
東
京
生
ま
れ
。
日
本
大
学
芸

術
学
部
演
劇
学
科
を
卒
業
。
02

年
、
活
動
写
真
弁
士
の
第
一
人

者
で
あ
る
澤
登
翠
に
入
門
。
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
日
本
映
画
・
洋

画
・
中
国
映
画
・
ア
ニ
メ
・
記

録
映
画
と
多
岐
に
渡
り
、
総
演

目
数
は
約
３
５
０
作
品
。
執
筆

や
舞
台
出
演
、
声
優
業
も
こ
な

す
。
２
０
１
９
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
﹃
い
だ
て
ん
﹄
や
、

同
年
に
周
防
正
行
監
督
に
よ
る

映
画
﹃
カ
ツ
ベ
ン
﹄
に
て
出
演
、

時
代
考
証
、
活
動
弁
士
の
実
演

指
導
を
し
た
。

　

片
岡
さ
ん
は
、
19
日
午
後
８

時
15
分
か
ら
﹃
生
ま
れ
て
は

み
た
け
れ
ど
︵I w

as born, 
but

…
︶﹄
と
﹃
突
貫
小
僧
︵A

 
straight for w

ard

︶﹄
の
２

本
立
て
、
20
日
は
午
後
６
時
20

分
か
ら
﹃
そ
の
夜
の
妻
︵T

hat 
night's  w

ife

︶﹄
に
て
語
り

を
披
露
す
る
。
ま
た
、
19
日
は

Ｎ
Ｙ
在
住
の
無
声
映
画
伴
奏

家
、
松
村
牧
亜
さ
ん
が
ピ
ア
ノ

の
即
興
演
奏
を
お
こ
な
う
。

　

入
場
料
は
一
般
30
ド
ル
、
会

員
20
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

film
forum

.org

を
参
照
。

Ｏ
Ｚ
Ｕ
１
２
０

▽
生
れ
て
は
み
た
け
れ
ど

︵
1
９
３
０
年
︶
＝
19
日
︵
月
︶

午
後
８
時
15
分
＝
写
真
＝

　

小
津
監
督
の
サ
イ
レ
ン
ト
期

を
代
表
す
る
傑
作
で
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
社
会
の
悲
哀
を
子
供
の

視
点
か
ら
描
い
た
喜
劇
映
画
。

良
一
と
啓
二
の
父
は
、
重
役
の

岩
崎
の
近
く
に
引
っ
越
し
て
出

世
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て

い
る
。
だ
が
兄
弟
の
前
で
は
厳

格
そ
の
も
の
。
引
っ
越
し
で
転

校
し
た
兄
弟
は
悪
ガ
キ
仲
間
と

友
達
に
な
り
一
緒
に
遊
ぶ
よ
う

に
な
る
。
あ
る
日
み
ん
な
で

﹁
う
ち
の
父
ち
ゃ
ん
が
一
番
え

ら
い
﹂と
自
慢
す
る
話
が
出
る
。

兄
弟
も
自
分
の
父
親
が
一
番
え

ら
い
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た

が
、
あ
る
日
、
岩
崎
の
家
へ
行

っ
て
見
せ
て
も
ら
っ
た
16
ミ
リ

映
画
の
中
で
、
父
は
岩
崎
の
前

で
お
世
辞
を
言
い
、
動
物
の
ま

ね
ま
で
し
て
ご
機
嫌
伺
い
を
し

て
い
た
。

▽
突
貫
小
僧
︵
29
年
︶
＝
19
日

︵
月
︶
２
本
立
て

　

路
地
で
子
ど
も
た
ち
が
か
く

れ
ん
ぼ
で
遊
ん
で
い
る
。
そ
こ

へ
や
っ
て
来
た
人
さ
ら
い
の
文

吉
、
子
ど
も
た
ち
の
ひ
と
り
鉄

坊
に
目
を
つ
け
て
﹁
楽
し
い
と

こ
ろ
へ
連
れ
て
い
っ
て
あ
げ
よ

う
﹂
と
鉄
坊
を
連
れ
出
す
。
そ

の
途
中
、鉄
坊
が
ぐ
ず
り
出
し
、

菓
子
パ
ン
や
ら
お
も
ち
ゃ
を
買

い
与
え
て
よ
う
や
く
お
と
な
し

く
さ
せ
た
。
し
か
し
今
度
は
変

装
用
の
付
け
ひ
げ
を
む
し
り
取

ら
れ
る
な
ど
の
い
た
ず
ら
に
手

を
焼
く
。
警
官
が
近
く
に
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
文
吉
は
気
が
気

で
な
い
。
文
吉
は
よ
う
や
く
親

分
の
権
寅
の
と
こ
ろ
に
鉄
坊
を

連
れ
て
き
た
が
、
腕
白
ぶ
り
を

発
揮
し
、悪
さ
の
し
放
題
。﹁
ど

こ
か
へ
捨
て
て
き
て
し
ま
え
﹂

と
い
う
権
寅
に
、
文
吉
は
再
び

元
の
場
所
ま
で
鉄
坊
を
連
れ
て

戻
る
。　

▽
そ
の
夜
の
妻
︵
32
年
︶= 

20

日
︵
火
︶
午
後
６
時
20
分

　

雑
誌
﹃
新
青
年
﹄
１
９
３
０

年
3
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
オ
ス

カ
ー
・
シ
ス
ゴ
ー
ル
の
短
編
小

説
﹃
九
時
か
ら
九
時
ま
で
﹄
を

原
作
に
野
田
高
梧
が
脚
色
し
た

作
品
。
橋
爪
周
二
は
病
床
に
伏

し
て
い
る
娘
み
ち
子
の
治
療
費

を
工
面
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

街
に
拳
銃
強
盗
に
入
る
。
金
を

盗
み
だ
し
た
後
、
追
う
警
官
隊

か
ら
逃
れ
タ
ク
シ
ー
で
妻
子
の

待
つ
家
へ
向
か
う
。
周
二
は
妻

の
ま
ゆ
み
に
奪
っ
た
金
を
渡

し
、
み
ち
子
の
病
気
が
治
っ
た

ら
自
首
す
る
と
告
げ
る
。
そ
の

時
、
周
二
が
乗
っ
て
来
た
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
が
訪
ね
て
く

る
。
実
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

に
変
装
し
た
刑
事
の
香
川
だ
っ

た
。

活
動
弁
士
上
映
作
品

日
本
か
ら
活
動
弁
士
が
来
米

小
津
映
画
上
映
会
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